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5 万分の 1 地質図幅

説明書 銭 函 (札幌一第 20 号〉、

北海道地下資源、調査所

北海道技師

杉本良也

はしがき

この図幅むよび説明書は，北海道開発庁の委嘱によって作製されたもので?

とのための野外調査には，昭和 26 年 8 月中旬から 10 月中旬まで約 90 日，む

よび昭和 27 年 6 月中に 15 日，合計 105 日を費したのその後北海道地下資源

調査所にむいて室内作業を行っていたが，このほどひとます=整理を終えたの

で，ここにその結果の概要を報告する。

この地方は地質学的には西南北海道に合まれ，いろいろな金属鉱床が賊存

する区域として，古くから注目されてきた。しかしながら，小樽東部周辺治

よび、豊宏鉱山附近の鉱床をのぞいては，従来この地域全般にわたる地質調査

は行われていなかった。ただ，手稲鉱山は比較的珍しい種々の鉱物を産する

ととで注目され，多くの人達によって多数の研究報告があることは周知のこ

とである。

記述に先だち御多忙中にもかかわら宇、いろいろ御指導を賜わった東北大学

渡建高次郎教授に厚く感謝の意を表するとともに，現地にjないて有益な助言

1) 岡 R'l' ， 佐々木早苗 (1934) ，本多仁磨 (1946)

2) 小関宇治 (19 ラ 1)

3) 渡法高次郎 (1932 ， 1933, 1934)，渡法武男 (1936 ， 1943, 1943)，大橋鉄雄( 1935) ,.

吉村里・文( 1936)，杉本良也 (19ラ2)



と討論とをしていただいた北海道大学湊正雄助教授，本所斎藤仁，斎藤昌之並

びに隣接する定山渓図幅を担当された土居繁雄の各位に深く者礼申上げる。

友会，調査に当つては， 1 部の地域で札幌営林局 2 万分の 1 地形図 L旧御

料地域)， ~なよび 2 万 5 千分の 1 地形図〈石狩湾海岸沿いの地域〕を利用する

ことができた。

第 1 主主 位置台よび交通

この図幅の占める地域は，石狩湾の凹部に南面し，石狩低地帯の西方に連

たる山地帯であるO 行政的には，図幅地域内の東北地区は手稲町，東南地区

は琴似町，南部地区は豊平町，西部地区は赤井川村，北部地区は小樽市に，

それぞれ陵線あるいは河川を境としてわかれているO 村落は，ほとんどが石

狩滑に面する地帯にだけ発達してゐり，その主たものは軽}fI·銭函・張碓の

各市街地である。山地にはいっては，発寒川と朝里川との流域に，主として

農業に従事する小さな部落が見られる程度であるO

石狩湾に沿う平坦地帯には国鉄函館本棋が走り，国道が通じ，交通はきわ

めて便利で、ある O 銭函から張碓・朝里にかけての海岸線は海水浴場として利

用されているが，とくに銭医l海岸は，夏期には海浜学校が開設され，札幌・

小樽両市民でにぎわう。また図幅地域北東隅に，海岸糠から広く発達してい

る泥炭地帯は，現在では開拓が進められているO

しかし，山地に入れば、小樽と定山渓とを結ぶ観光用の白動車専用道路が通

じているだけで，きわめて不便で、あるO そして，山地を縦走する唯一のこの

道路も，第 2 次世界大戦中にすっかり荒廃してしまって，現在では復旧の見

透しすらたって告らや，とくに石狩，後志の国境附近(朝里dJ=ln は歩行にも

困難をきわめる状態である。

だが最近になって，図幅地域の西端部に，小樽と赤井川村の盤の沢とを結

ぶ自動車道路の建設が進められているので，交通不便た山地帯も逐次交通が

F目けているわけである。
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したがって，中央山地帯のうっそうとした豊かな森林は伐採地として注目

されはじめている。また冬期には春香山・奥手稲山・毛無山はスキー場とし

てにぎわう。

第 2 章地 形

概観すると，この地域は，地質ならびに地質構造と密接た関係をもっ数筒

の地形区にわかれる。すなわち， (1)標高 700--1 ，200 m にわたるゆるやかな

斜面を示す新第三紀末葉ないし第四紀初葉の火山岩からたる台状山地， (2)解

析が進んで、突出した山 l峰にとむ高度 1 ，000 ill 内外の山地， (3)150m 内外の

丘陵地， (4) 王主化し?と岩石が突出する 600m 内外の山地， (5) 各河川の河岸

に発達する段丘むよび、沖積地である O

(1) 標高 700--1 ，200 m の火山岩からなる台状山地

これに属するものは，余市獄(1， 488.1 m) ・朝里獄(1， 280.8 m) ・毛無山 (713.8

In) ・扉風岳 (763.9 m) ・白井獄。， 30 1. (111) ・奥手稲山 (949.2 m) ・手稲山

(1,023.7 m) ・迷沢山(1， 005.7 m) などの地帯で，山頂は一般に平坦な溶岩台

地となっているが，裾野では解析が進んで急峻となり，しかも諸所で熔岩流

の末端が熔岩崖を形成している。なゐ，これらの火山には，ほとんど火口を

みとめることができないが，手稲山むよび、民風岳にみられる急崖と，朝里獄・

余市日;の裾野にみられる小沼附近の凹地は，あるいは火口の遺体とみるべき

も 0であるかもしれぬ。

(2) 解析がいちじるしく進んで、急峻となった 800-- 1， 000 m 山地

これに属するものは，烏帽子獄(1， 109.7 m) ・神威獄 (982 m) ・天狗獄 (1 ，144

ill) ・四つ|峰 (7 的.5m) などの山地である O い守、れも集塊岩から構成され，山

了目、は絶白書:をたして突出し，中腹では，沢には沌が発達し， I峡谷が形成される

士号合が多い。

これら， (n(引を連ねる俊線は，地質構造線と並走しているようである。

すなわち小静内川東方の烏帽子獄から百松沢山・迷沢山・奥手稲山・春香山
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を結ぶものと，小樽内川西方の天狗獄から白井獄・朝里獄・毛無山を結ぶ北

北西から南南東に走る二つの陵線が，それで、ある。

(3) 張碓海岸棋に沿って発達する 150m 内外の平坦地

比較的緩慢な地勢で，山地帯と海岸との聞には， 100--200m の台地が分布

して拾わ段丘の発達が一部に見られる O 主に 50--80 ill の海崖でかこまれ，

岩礁や暗礁が発達している O

これは，この地域が，主に集塊岩と熔岩とで構成されているのと，波浪に

よって，いちじるしく侵蝕をうけたためであろう。

(4) 珪化岩が突出する BOOm 内外の山地

これは，岩石の侵蝕に対する強弱の相違によって造られた地形で，扉思 Un

'の西方にある天狗岳 (681 m) 周辺の急崖，それと速なる西南の山地，主主らび

に仏沢周辺の断崖山地たどである O 主に，珪化された石英粗面岩で構成され

るため，突出してそび、え，山麓にはその岩屑が散在し，樹木の発達は不良で，

荒廃した急斜面を形成している。

(5) 各河川に沿う河岸段丘ゐよび海岸附近にみられる低位段丘たらびに

沖積地

これは朝里川・小樽内川・発寒川・銭函川・星置川たどの各河川の沿岸に

ひろげられた低地・扇状地・ 3なよび、石狩平野に連主主る高さ 40m 内外の段丘

面ならびに海岸平野である。た~，海岸線に平行した砂丘の背後には，とこ

ろどころ低湿地が発達している。

図幅山地内を流れる河川のうち，白井川・右股川・左股川・小樽内川・滝

φ沢は南流して豊平川に合し，朝里川・銭函Jfl・星置川は北流して石狩湾に
ヴネジ ハヅ吟ム

注ぎ，常次沢・発寒川は東流して札幌扇状地にでる o

小樽内川と朝里川とが，水量が最も豊富で、ある O

これらの河川は，朝里峠を分 71'く嶺として，それぞれ北と南とに流下してい

るのであるが，その流路は地質構造線に支配されているようである O すたわ

ち，小樽内川は朝里山手に源を発し，途中高原橋間近で、断層線に支配されて，

流れを直角にかえて東に向うが，地層の走向と断層とに治ヲて東南，さらに
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南南東と，屈曲して白井川に注いでいるO したがって，両岸は比較的急崖を

たしている。

その他の河川は必従谷であるが，比高が大で、あるため，流れは急で方々に

!蛍崖子It爆をつくり，さらに支流の合流点では絶壁をつくることが多い。

第 3 主主地質概説

この地域を構成する地質系統は，新第三系会よびそれ以降の地層と火成岩

とであって，いわゆる古期岩は露，出していたい。

西南北海道の他の地域と同様に，との地域もまた，新第三系は火山岩老よ

び火山砕屑岩がいちじるしい。したがって，この地域の地層は，水成岩を主

とする地域とはいちじるしく趣を異にし，岩相の水平的変化がはげしいので

ある。しかも化石はほとんど産しない。

したがって，岩質だけで地層を区分するととははたはだむやかしいのであ

るが，しかし全体を通覧すると，この地域に沿いても，西南北海道にひろく

みとめられている訓縫統，八雲統，黒松内統というようた大別は，岩相の垂

直的た変遷を追跡することのみによっても充分に可能たことがみとめられ

た。

第 1 表は，このようにして樹立された層序であるO

新第三系は下部より銭函層群と張碓層群とに大別され，さらに，岩質なよ

び相互の関係から，後述のように細分される。

銭函層群は，この地域の下底に広く分布するもので，東北日本内帯のいわ

ゆる緑色凝灰岩層に当り，西南北海道の訓縫統に対比されるO その主体をな

すものは，火山性の砕屑岩で、，化学的に基性から酸性，さらにやや基性へと，

輪廻のあったととがみとめられる。

金属鉱床は主としてこの地層のうち，変朽安山岩化作用をこうむった部分

1) 長尾巧，佐々保雄 (1943)
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に怪胎されているが，そのほか石英粗面岩質斑岩中にも賦存ずるO

銭函層群を不整合に治沿って，正常な堆積岩の薄層を介在する安山岩質集

塊岩の張碓層群がかなりの拡がりをもって発達している。これは黒松内統に

対比されるものであるO

第 1 表地質纏括表

同会 ;'t- -tf q 家 会f j話秀

ヲ司
1~ I聖和闘賞物石I~- 在球内:rf7

l!
州山伊 マ 十詩句~~\~普

さ手 1G 山日山崎出均
さf 掠山'/.山 i噴出初

有罪~~

1111!!il

議!乱缶叱山口重出切

tlぜ 事fZHtT がI岳t 'I: 山ロ噌 露出 :t/jJ
If 山弘'11;7

ミー ~何ザヘ別回 4司I、(命拶‘ 4 稲山山 明叶 山右 御~~ 小山 岬同 山少M

f~
M利凶~I川E ?{ 1j句山降客 白村名 f広告

す 1草山 Il~ 場

/44動4f1E
官~汁~~ ず 孫右1J山i=山 35

t;ム'~~ 看看山事山諸

世
川市 層 民 t~ 1-島宇山岩管まf弘岩J習
ゼ ~¥ 毛利イ伝ヰ山~ /ぽ

vゼ八dMdu ~
Mz世Hth

山印t
II/I~を， ~t 石要事山者 自i

泊料肉t ぜ川 VイM 必Pド~ ~今M口H イ伺山 川ド石山 JVnAH哩， leIf~
~f ~~‘R

川も nl 川政 l附附吋
V作H 制~pl

1c4ヰ冷tk
品互に団側諸制 4?4 針

句伊J符AポiJ. th 釘d
6

手 jJ罰J4::箆謬言2量注 が脊常ヂ牢 限古 ιi門い什1lZ註EまI t針酢4拶
ゼ す

明噌副知泊 市出場 村吉山川守b川vd 判品砕戸fゆHMh ヰ砂可金
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な:t-，新第三紀ポ辛から第四紀初j葉にわたるもの L瀬棚統?>と考えられ

る奥手稲山・天狗山・白井獄・御殿山・禅山の各熔岩が上記各屑をヰ号沿って

発達する。

上にのべた新第三紀層ゐよび火山岩類を不整合に j号沿って第四系が発達し

ているO これに属するものは，最新世の火山活動にもとづく基性の火山岩，

たとえば，手稲山・朝里山・余市獄・扉風岳・毛無山たどを構成する火山岩，

ゐよび、石狩湾にのぞむ山地の周辺に発達する扇状堆積物・段丘堆積物を主と

し，さらに，海岸者よび、河川の沿岸を埋積する沖積層とがある。

第 4 ~主新第三系

この地域に分布する新第三系は水成岩に乏しく，火山岩・火山砕屑岩を主

体とするものであるO しかも，これらの岩類は，それぞれ同時異相の関係を

もっているので，火成岩・水成岩という具合に，独立した単位として取扱わ

や，同一時期の海底火山の活動によってもたらされた連続的た堆積物と考え，

一括して取扱うことにした。

ここに注目を要することは，西南北海道のタイプである渡島半島の地域と

はやや趣を異にし，八雲統に対比される地層が欠除さ~していると思われるこ

とである。

新第三系下部の銭函層群堆積当時の火山活動は，基性の火山活動と酸性の

火山活動と，二つの系統に区別することができるO その活動の経緯は，ます守=

基 l性主の火山活z劃動げ功]で

づづ、ける酸性火山活活A動に引続いたのでで、あるが，基性の火山活動は，手稲層土佐積

時で、終止符をうつことなく，一部は酸性火山活動の時期にまで:t-よんだため

に，このこつの火山活動によってもたらされた火山岩と砕屑岩は互に交錯し

て，復雑な地質構成を生んだものらしい。

このように火山活動に起源する岩石に富み，正常た堆積層の介在がきわめ

てわやかで、あることは，この地域が海底火山の活動の中心から左程遠くなか
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ったらしいことを示しているO すなわち，火山岩島よび火山砕屑岩)曹の守布

状態から判十、ると，火山活動の中心は，少なくとも，手稲鉱山・札幌鉱山ゐよ

び、豊羽鉱山たどの周辺地帯にあったと考えられるO 一方余市川上流の周辺で

は，割合に火山砕屑岩の発達がわるく，火山活動の中心から比較的は友れて

いたものらしい。

このような，基性から酸性にわたる海底火山活動の後，この地域は陸化し

たが， (この地域は八雲層に相当する地層が欠除していることや，後にのべる

ように銭函層群と張碓層群とが不整合関係にあるらしいことは，この聞の変

遷を示している0) ふたたび、海侵をこうむって張碓層群の堆積がはじまった。

しかしこの時期にも，基性の火山活動が活殺に行われて，複輝石安山岩の噴

出に伴なって同質の集塊岩や凝灰岩たどを主とし，火山砕屑岩層中には，わ

す=かではあるが正常の堆積岩を挟在しているので，この火山活動もまた，海

底で行われたものと考えられる。

これらの地層は火山砕屑物に富むため，塊状で成層していたいのが普通で

ある O したがって，走向と傾斜とを測定できるばあいは少ないが，大体に沿

いて，銭函層群の一般走向はほぼ北北東で， 10-..20ーE または N\V という傾

斜を示していろ c

これにくらべると，張碓層群はさらにゆるいかたむきを示すのが普通で、あ

る。

ところで，銭函・張碓の両層群は，ともに緩漫た摺曲構造を示すのに反し

て，火山活動時，あるいはその後に生じた断層による転位は比較的にいちじ

るしいものがある。

これらの構造線の中の主なものは，北北東方向の走向断層であって，小樽

内川に沿って雁行状に配列している O この弱線に沿い，石英粗面岩質斑岩が

岩脈状あるいは岩床状に道入している O しかしたがら，この南北性の断層と

交叉して，東西性の断層も存在している。

これらの断層運動の時期は，銭函層群堆積中から，先張碓層群間際と張碓

層群堆積後の長い削剥期の 2 時期があったようだ。
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I 銭函層群

銭函層群は前にのべたように手稲層と小樽内川層とから構成されている。

1 手稲層

この地層は，札幌鉱山の周辺・手稲鉱山の周辺・右股川・左股}fい、豊羽鉱

山北方)たどに広く分布しているO 基性からやや酸性にわたる変朽安山岩・

同質凝灰岩むよび集塊岩を主体とし，そのほかに，薄い正常な堆積岩を伴た

っているO これらの各構成員はい守、れも水平的変化が著しいので追跡がむや

かしく，地域毎にかなり異たる屑序がみとめられるが，全体としては第 1 去

のように細分される。

走向と傾斜とは，火山砕屑岩中にわ十かに介在する砂岩または泥岩で，と

き去り測定されるだけであるが，一般的にいえば南北の走向で東あるいは西

へ 10---20° 内外の傾斜を示し，ゆるやかた波状梧曲を行っているようであるO

この地層の下限は不明で、あるが，上方は小樽内川層に:t2~なわれている場合と，

不整合に張碓層群にむ沿われている場合とがある。

以下，この地層の一般的層序に従い，下方から)I頂に説明することにする o

A 左股川蜜朽安山岩

これは，普通輝石安山岩治よび復輝石安山から変った変朽安山岩で特徴づ

けられるもので，右股川・左股川・白井川・小樽内川右岸やよび逆川上流に

発達するo 左投川中流では N 30o，V ・ 200NE の走向・傾斜の珪質頁岩をはさ

んでいる。上部は小樽内川層に整合にむむわれ，あるいはそれに合まれる大

成岩で、貫ぬかれている。

a) 蜜朽安山岩

この岩石は，岩質を具にする種々の安山岩から変りたものであるが，変質

の程度には，場所によって，びじような相違があり，原岩を識別することは，

たかたか困難で、ある O しかし，左股上流のものは普通輝石安山岩，その他の

地域のものは被輝石安山岩(l部粗粒玄武岩質〕から変ったもののようであ
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る O また，一般に緑泥石化作用をこうむって禄色を呈し，斜長石斑晶:t-よび、

黄鉄鉱が鉱染状に散点している。さらに鉱化作用のはげしい所では，逆川上

流のように，鉱染部がいちじるしく酸化して褐色を呈し，また左股川中流の

ように， .5""10em 幅の多数の石英脈や方解石脈を伴たって，岩石は白色椴密

化している。

この変朽安山岩は熔岩流として溢流したものであるが，左股中流では一部

分が集塊岩状となってま去り，逆川中流では禄色凝灰岩質の砕屑岩を扶在して

いる。

鏡下では， この岩石は交朽安山岩作用が進んで，斜長石(工曹長石化・カオりンイじある

L 、(土絹雲母イじ L ，有色鉱物 i土緑泥石・緑策石・方解石な rに変って)、るこ主が多、。石

基も緑泥石に交っているのが普通で，時 i: il ， 品洞に二次的石英がみ正められる。

b) 珪質頁岩層

変朽安山岩中に扶在する，白色竪硬な珪岩様のものである。顕微鏡下で観

了察すれば、，全く石英の微粒から構成されている。

B 朝里川緑色凝友岩層

この岩層は，前にのぺた変朽安山岩の活動に伴危う火山砕府、岩層で，両者

の関係は朝早川の支流企よぴ左股沢の上流で観察される。すなわち，沢をさ

かの i:f'ると，緑色凝灰岩と変朽安山岩とが 5""10m の間隔を:t-いて交互にあ

らわれ，ついに変朽安山岩となり同時異相の関係にあることを示しているO

文治沢の中流には， NS ・ 20°'" の走向・傾斜をもっ黒色頁岩もみられる。

この地層は，小樽内川層あるいは張碓屑群に;Jti・jなわれている O 前者とは整

合のようであれ後者とは，観察できた接触部で、は断層で、接しているが，な

そらく不整合関係にあるらしく，岩質も全〈異なっているO

朝早川流域では，いちじるしく広い分布を示し，地質図には支現してなか

たかったが岩質から次のように二分される。上から，

(aJ"""…禄色角球凝灰岩層
朝早川緑色凝灰岩層(

l a1""" …禄色凝灰岩層

a1) 緑色韓友岩層

前記のように朝里川流域に露出するもので，岩相の変化がはげしい。例え
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ば，小樽水源地の朝里川河床左岸の崖では，淡緑色を呈し，厚さ 10cm 内外

の薄い板状にはげる層理が発達し， N20o，V ・ 5°NE の走向・傾斜を示してい

るが，左岸の道路に面する崖では，全く無層理に変り，色も濃緑色を呈して

v、る。

一般に，変質作用による二次的生成の石英を除くと，初成鉱物としての石

英は少友く，石英安山岩・石英粗面岩にみられるようた融蝕形の石英斑晶は

認められたい。上位層の酸性緑色凝灰岩が，淡色でありかつ破璃質，浮石質

たいし灰質であることから，との岩層は容易に区別される。

鏡下では，大部分は斜長石の毛状微粒からなるが，I.?量の緑泥石イじされた有色鉱物の

破片と黄鉄鉱とが散在している D

a2) 緑色角磯難波岩唐

緑色凝灰岩層の上部にくるもので，局部自'.]には岩脈として貫入し，あるい

は熔岩として溢流した変朽安山岩もみとめられる。

朝里川支流の中流部より上流一帯に分布する緑色のやや機密た岩石であ

る。角礁は指頭大の安山岩質のものを主とするが，時には珪岩の機片や頁岩

片も合まれている O 上部になると，角礁はやや大きくたって，集塊岩状を呈

するようにたる。

鏡下では，基質 i工大部分が緑泥石化した微細な海綿状破璃質からなり， さらにその間

を埋めて紙維状の緑泥石が発達 L ，斑品としてはア ;L バイト式双晶を示す 0.7 rum 程度

の破片状の斜長石がみとめられる D

この基質の中に複輝石安山岩の角離が散在 L て v 、る。これは析木状科長石の微晶を有

する改正肖質石基中山斜長石・紫蘇趨石・普通輝石のま証品がみとめられるものて・ある。

C 設寒川蜜朽安山岩

札幌鉱山周辺・手稲鉱山・星置川・常次沢などの地帯に広く分布するもの

で，やや酸性の合石英角閃石槻輝石安山岩を原岩とする変朽安山岩を主体と

L，阿賀の凝灰岩者よび砂岩・頁岩をわ守、かに伴たろ。一般に N 10° ,...,25°E

の走向で，東あるいは西に20° 内外のゆるい傾斜を示し，ゆるやかな波状梧

曲を行っているようである。左股川変朽安山岩とは，断層で、接し，あるいは新

期熔岩流で会jなわれているのでこれら両者の上下関係は判然としない。しか
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し，知ることのできたわ宇かの走向・傾斜たどを資料として考えると，この

地層の方が上位にくるもののようである o だが， ζ の地域がjなかれた当時の

地質環境を考えると，むしろ激烈危火山地帯にみられる火山活動の地域的危

相違を示すものか，あるいは次にくる酸性の火山活動〈小樽内川層〕のまえ

ぶれともみられるもののようでもある o このような観点から右股川変朽安

山岩とはいちむう同時異相のものとして取扱った。

a) 蜜何安山岩

手稲鉱山会よび発寒川附近を模式地とする O 上にのべたように，変質作用

がいちじるしいので，原岩の推定にくるしむととが多い。原岩は一括すれば、

合石英角閃石複輝石安山岩であるが，合角閃石複輝石安山岩から，ある時は，

合角閃石石英安山岩といった方がよいようなものまでもある。しかし，この

ようた原岩の関係は漸移していて，その間に境界を引くことはむ宇、かしいの

で，地質図には一括して塗色した。強いていえば，手稲鉱山..t-よび星置川流

域では合石英角閃石複輝石安山岩を原岩とするものが，また札幌鉱山・常次

沢流域では合角閃石複輝石安山岩を原岩とするものが卓越しているとみられ

るO 普通は淡禄色を呈し，徴密堅硬で、黄鉄鉱の徴品を散在する。斜長石・有

色鉱物〔角閃石の長柱状結品が目立っている〕ゐよび少量の石英斑品がみと

められる O 一方，黄鉄鉱作用が進んで、褐色となりあるいは珪化して灰白色と

たっているものでは，斑晶はみとめられや凝灰岩との識別が困難で、ある O

鏡下では，一面に二次的生成物で汚染され，初成構造の不鮮明な場合が多」、。斑品石

英(土，多( Iニ融蝕形状であるが，変質をうけていない b ほかに斜長石・角閃石・紫蘇輝

石，普通輝石がみ主められる c 斜長石は屈析率が低( ，来月-zx.品を示すこ主もU;> v 、。そ

の周辺には方解石を伴な v 、，禄泥石の微品片が包衰されている口なお，鉱脈の周辺のもの

では，会〈方解石と石英主に交代され原鉱物の i論郭はわからなくなって ν 、る。角閃石・

紫蘇輝石・普通輝石などは原形を保つてはいるが，緑泥石に交代されていることが多い。

鉱化作用のいちじるしい所では， 5f;' f長石と同様に石英で交代されている。黄鉄鉱は多く

自形結晶をなして散在する。石基は大部分が緑泥石・絹雲母・粘土質物質に変化してお

り， しばしば鉄分で汚染され褐色を呈する D

b) 緑色韓友岩層

これは，上にのべ?と変朽安山岩中のはさみで，阿部山の北西に当る発寒川
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支流に露出する。露出部はいちじるしく粘土化し，河床などでは泥土状とた

ってあらわれているO 淡緑色で，自形の黄鉄鉱微品が一面に散在しているO

いちじるしく黄鉄鉱が濃集した部分は，探鉱の行われている形跡がみとめら

れた。

c) 砂岩，頁岩層

変朽安山岩中に， レンズ状になって局部的に露出しているものであるが，

この地域で，構造を開析する千掛りとたる唯一の地層である O すなわち 5，..."

10cm のうすい板状の層理を示すのが一般である O 例えば常次沢では N300

E , 10--15°N\V，常次沢東方中の沢支流では N15°E ・ 20CSE の走向・傾斜を

示す。

手稲鉱山三山鉱床周辺で観察したところによると，風化面では不規則友多

角細片状にわれる性質をもっているO 一般に灰黒色徴密で，黄鉄鉱の微粒が

散在しているO 常次沢の中流では，前にのべた変朽安山岩の上部に，変朽安

山岩，桂岩~よび、粘板岩を磯とする磯岩，緑色砂岩なよび頁岩の破片を合む

変朽安山岩，灰黒色頁岩，淡緑色砂岩，灰色頁岩，変朽安山岩の)I民序で堆積

している O また，頁岩中に禄灰色~灰白色の粗撃た凝灰質砂岩の介在するこ

とがあり， ~なたじく黄鉄鉱によって鉱染されているのをみるO 友治本層から

はめタarites. sp を産する。

D 三檎別川緑色凝友岩層

手稲山の北斜面三樽別川に模式的友発達がみられるもので，発寒川変朽安

山岩層とは同時異相であるO 例えば，滝の沢上流のー支流の崖で，両屑のジ

クザク状にからみあった断固をみることができるO 上部は，手稲山火山噴出

物沿よび、張碓層群でむjなわれているが，前者とは不整合，後者とは直接の関

係、はみられなかったが岩質から判断して，やはり不整合関係、にあると考えら

止しる。

岩質から，さらに次のように分けられる。

(a2'"…緑色角牒凝灰岩層
三神別川緑色凝灰岩層 i一一

lal'"…緑色凝灰岩層

- 13 ー



a) 緑色濃友岩層

普通淡緑色を呈するが，手稲鉱山附近のように，鉱化作用がいちじるしい

所では白色となり，後からのぺる酸性凝灰岩との区別が困難と怠るO また，

三櫓別川中流でみられるように，風化して灰白色の粘土状と怠った場合には，

原岩がどのようなもので、あったか，判定に苦しむこともあるO 滝の沢上流で

は N 100，V ・ 200S'V ，....，25° NE の走向・傾斜を示し，この間に一つの小背斜構

造が推定されるO

この原岩は，斜長石を主とするもので，きわめて少量の有色鉱物のほか，

炭質物・浮石・火山岩片・頁岩片紅どもしばしば合まれているO

鏡下では，破片状の斜長石・自形の黄鉄鉱・緑泥石および粘土質物質lこかわっている

ことが多v、砕屑状の紫蘇輝石・普通輝石・角閃石が斑晶としてみ主められる。

随伴鉱物は主に磁鉄鉱で，上記の斜長石および有色鉱物中に包裏物左 L て合玄れるほ

か，石基中にも自形を呈して存在する。石基は海骨針状攻璃からなり， しばしば繊維状

緑泥石・粘土質物質に変っている部分もある。また，分解汚染されるうえに，あ玄り細

くて鉱物鑑定の不可能なものもある。

a) 緑色角磁鑓友岩層

軽川沢・三樽別川中流たどに分布する。下位の線色凝灰岩とは漸移的であ

るO 角磯は指頭大の角ぼった合石英角関石複輝石安山岩(ほとんど変朽安山

岩と怒っている 7 が大部分であり，わ宇、かに頁岩もみられる。基質部は淡禄

褐色の火山灰.t;-よび火山砂である O

2 小構内川層

手稲層を整合に j号沿う地層で，小樽内川の沿岸・朝里川上流などにかたり

広く分布しているO この地層は酸性からやや基性にわたる石英粗面岩・同質

凝灰岩・集塊岩・石英安山岩を主体とし，基底部に凝灰岩・集塊岩などの火

山砕層岩・頁岩をわやかにともたう。

このように，この地層は酸性火山活動で代表されるけれども，小樽内川左

岸の露出でみとめられるように，基性変朽安山岩が熔岩流として介在してい

るばあいがあり，この時期にも，劣勢ながら基性の火山活動があったことが
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うかがわれるO したがって，前にのぺた手稲層と小樽内川層とは，火山活動

の時期に，基性岩あるいは酸性岩のいやれかが優勢であったという相違があ

るだけで，一連の海底火山の噴出物と考えられるものである。

この地層の層理は手稲層よりは明瞭で、，赤井川村盤の沢附近では， N10ー__

30 0E ・ 5°""100~\V ，朝里川上流では， NS""NlOGE ・ 100 --15°SE，小:博内川

流域では N10ー""30
0
E ・ lOO""20 0SE の走向・傾斜を示している O したがっ

て，この二つの地域の中聞には，上位に新期熔岩流をいただいてはいるがー

ヲのゆるやかな脊斜構造が想定される。また，南北性断層線の発達もいちじ

るしい。上部は張碓層に不整合にむ会われているが，その不整合関係、は，隣

接図幅「小:階東部」のカヤシマ島の対岸で確認された。この地層は岩質によ

ィコて，さらに第 1 去のように分けられる。

以下，この地層が発達する小樽内川流域・朝里川上流の二つの地区に分け

て，説明を加える。

A 小櫓内川流域地区

白井川の支流左股川の左岸山地，小下車内川の左右両岸山地会よびその上流

山地をふくむ地域である。

この地域では，第 1 去に示された地層がさらに次のように区分されるo

Od 恥一岩〔寸断)

作……逆川石英粗回岩〔一部岩脈)

fOb2 集塊岩層
Ob··· …左投川酸性緑色凝灰岩層…… 1一一

lOb1
Oa ……余市川長石質砂岩頁岩屑 粗面岩とが交互に累重し

Oa) 余市川長右質砂岩，頁岩層

これは，赤井川村の盤の沢が模式地であるが，この図幅地域では分布範囲

がせましむしろ隣接「仁木図幅」の地域によく発達している O 上部は朝里

獄熔岩に不整合に者 jなわれ，下部との関係は直按つかめないが，走向・傾斜

から左投川変朽安山岩の上位にくるもののようである O

府灰色の頁岩と淡緑色の長石賀砂岩とを主体とし，緑色凝灰岩をわやかに
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介在しているO この地層には，盤の沢の崖で見られるように，厚さ 10 eIll内

外の層理がよく発達し， N10ー--20 0E ・ 5° --15°N\V の走向・傾斜がしめされ

ている。

諸所に落差 3m 位の小さた断層がみられ，このような所には，石英の微脈

が充填している。

また小樽内川の中流右岸，会よび右股川の上流に分布している O 他の地層

との聞が断層の場合が多いので，下位層との直接の関係、は不明で、あるが，上

部層とは豊宏鉱山の周辺でみると，灰黒色砂質頁岩，薄い板状の層理をもっ

灰黒色頁岩から，緑色凝灰岩，淡緑色砂岩，淡褐色凝灰質頁岩，酸性禄色凝

灰岩へと漸次うつり変っているのがみとめられた。

また，右股川上流では砂岩，頁岩からたれわやかの緑色凝灰岩を伴なっ

て左股川変朽安山岩を整合にむ jなっている O 頁岩は灰白色凝灰質で，まれに

チャート質の団塊を合み，砂岩はやや敏密た淡緑色のもので，珪岩治よび安

山岩の際片を合んでいる O

Ob) 者股川酸性緑色韓友岩層

右股川の左岸山地・小樽内川の左岸山地に発達する。

Ob 1 ) 韓友岩層

凝灰岩を主体とし，石英粗面岩治よび変朽安山岩熔岩を介在するもので，

わす=かの凝灰質砂岩と頁岩とを伴なう。

a) 韓友岩

凝灰岩は，一般に淡緑色を呈する破璃質たいし浮石質のものである O 多孔

質で粗緊た基質中に，長石斑品，火山岩むよび頁岩の機片を合む。

例えば，右股川左岸に発達するものは，ベントナイト状を呈し，また多少

蹴盤化して漂白された部分と未分解の淡青緑色の部分とが交雑し，縞模様状

を呈している O また，指の沢支流の貌の沢では，黄鉄鉱の微晶が散在して，

白色やや軟弱となり，一部では，指頭大の角ばった石英粗面岩塊と僅少の頁

岩片とを合んで角際凝灰岩となっている O

鏡下では，斑品と L て石英・斜長石および.少量の角閃石・普通輝石がみ主められるョ
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石英は普通，稜角を有する O.ラ-lmm 大の破片状あるいは融蝕形状のもので，自形をと

呈することは少いが，時には 3mm 位の自形斑晶もみとめられる。斜長石 Lt ， 自形を呈

し多くは 1-2mm 大の柱状形のもので， しば Lば絹雲母および緑泥石に置換されてい

る。角閃石，普通輝石ともに緑泥化 L ていることが多いが，その輪郭は保存されてい

る。火山岩の磯片山暗禍色の球璃中に斜長石および普通輝石の微晶が不規則に存在す

るハイアロピリテック構造を示す石基中に，科長石・緑蘇輝石・普通輝石が斑晶として

ふくまれるような複輝石安山岩片〈変朽安山岩化しているうも歩くないが，そのほかに

玄武岩・斜長石粗面岩などの岩片もみられる。

貌の沢に露出するもののよろに，鉱イヒ作用をいちじるしく受けているものは，微粒石

英の集合体主だワている。

また， 余市川上流に露出するものは淡灰色の粗緊な浮石賀岩石で， 1--1.5

1llIll大の石英のほか，長石，有色鉱物必よび 0.5cm 大の浮石片がみとめられ

るもので，風化面では褐色を呈し浮石片が脱離してやや多乳質となる。

鏡下で lJ.，比較的新鮮な斑品状の科長石，融蝕形あるは稼角をもった破片状の石英p

および斑品状の両輝石(一部分は緑色泥イヒされている。〕が存在する。

b) 蜜朽安山岩

左投川酸性凝灰岩中に溶岩流として介在するもので，沌の沢・迷沢・大漁

択などに露出する。

I骨緑色ないし淡灰色の石基中に，長石会よび輝石の斑品が散見され，下部

のものには石英の斑品もみとめられる。一般に黄鉄鉱化作用をわす=かにうけ

ている。

鏡下で(土，斑品主 L て i.~ ，長径 1- 1. 5 mmJコ斜長石が多<，次、、でIrnrn内外の紫蘇

輝石左普通輝石主がみ主められる。斜長石(二周辺部から絹雲母に変化し，紫蘇輝石・普

通経[石Jよ禄泥石にかれっている場合が多.'~、。石基;よハイヤロピリテザク構造を呈してい

るが，下部の石英を合む部分，.>-比絞的倍品度が高〈，J武間構造!三近い石理主示L ている。

c) 石英粗面岩

熔岩流として溢流したこの岩石は，上にのべた酸性凝灰層と互層をなして，

右投川左岸に発達している O 普通は，灰色あるいは淡緑色の倣密な石基中に

斜長石老よぴ石英の小さな斑品，時には長桂状の角閃石斑品がみとみられる O

また，右投川左岸のー支流 (1 ，031 m の東西の沢〕でみられるように，流理構

造が発達し，規則正しい縞状構造がみとめられて，片岩状の外観を呈するも

のもある。
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鏡下て・は，石英は，自形のものはまれで，多くは融蝕されている。斜長石は灰曹長石

--中性長石で，絹雲母に変化していることもある。まれに直径 3mm 内外の多色性のい

ちじる Lv 、角閃石が合まれている。 X/=黄緑色， Z/=緑色。石基は珠璃質で，小量の斜

長石・石英斑晶が散在し，粒状の磁鉄鉱が排列する。また，肉眼で縞状になヲて U ‘る石

英粗面岩の石基[工，破璃の部分主!君、微品質の部分とから構成されている。

Ob2 ) 集塊岩層

逆川上流，右投川支流の上流友どに分布するO 上部は，逆川石英粗面岩に

ー移過している O 灰白色の徴密な岩石で，掌大の石英粗面岩の岩塊が多いが，

玄武岩質安山岩場~-t?よび頁岩片もごくわやかみとめられる O

基質物は粗怒た火山灰を普通としているが，右股川のー支流〔白井獄南西

φ沢ヲに露出しているものは，基質物は風化して淡緑色の泥土状と友り，岩

塊もこれで、命令われているO

OC) 逆川右英組面岩

a) 右英粗商岩

熔岩流として上記集塊岩層をむ 3なうもので，白井獄山麓・涜の沢上流会よ

ーびその支流貌の沢に発達しゼいる O 上部は，白井獄熔岩によって不整合に，

あるいは石英安山岩によって整合にゐむわれている O

岩質は所によってまちまちで，逆川上流・白井獄東斜面紅どでは，青緑色

級密な石基中に 2mm 大の石英斑晶がみとめられるようなものであれ右股

川上流では，石基は灰白色あるいは褐色を呈している O 大豊鉱山では珪化作

用をいちじるしくうけて， 白色竪硬な石基中に lmm 大の石英が少量みとめ

られるようなものとたっている O ま?と滝の沢上流では，いちじるしく鉱化作

用をうけて淡緑色を呈し， 5mm 大の石英斑晶がみとめられる O

石基の構造も外観に応じて変化し，流状構造を呈する攻璃質のもの，真珠

岩状構造を示すものなどがある O

鏡下では，一般に次のようである。斑品は石英および斜長石(灰曹長石〕を主と L ，

角閃石・紫蘇輝石・普通輝石をわずかに主もなう。

石基は大部分破璃から構成され，その中に短析木状斜長石・石英微粒が散在して」 ι 。

一方貌の i尺に露出するものは，斑晶は斜長石および石英で，時に普通角閃石を合む。

斜長石は 1~1 .5 mm 大のもので，多くは累 i市構造を示しているが，多かれ少なかれ絹雲

母子緑泥石に変化して v 、る c 石英は 1-4mm 大のもので，自形状を呈するものと融蝕形
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状を呈するものとが半ばして vι口その他 1~2mm 大の一部緑泥石化した角関石がみ

止められる。石基(土政璃質なので石英斑岩と区別される。

b) 右英粗面岩岩脹

岩脈あるいは岩床として主に手稲層を貫ぬくもので，諸所に小規模な露出

がみられる O しかも，上にのべた酸性火山活動と一連のつながりをもってい

るようなので，逆川石英粗面岩の項で一括して取扱うことにした。地質図に

は熔岩流のものと共に一括して塗色した。

岩質はやや区々であって， (a) 白井川支流の右股川と左股川との合流点に

露出するものは，緑灰色散密な石基中に， 1mm 大のわやかの石英斑晶がみ

とめられるもの， (，b) 百松沢上流に分布するものは濃緑色徴密た石基中に，

5mm 大の石英の斑品が認められるネパタイト質のもの (c) 扉風岳の北北東

にみられるように白色粗諮た石基中に 2mm 大の石英，斜長石の斑品が散在

するものや， (d) 水源地西方の沢にみられるように淡青色粗惑な石基中に，

1'"'-'3mm 内外の石英，斜長石斑品を有し，かつ凝灰岩を伴危うものなどがあ

る。

Od) 瀧の浬石英安山岩

涜の沢では，逆川石英粗面岩をむ沿い，逆川東方の沢:t:;-よび宮城沢が発寒

川 l にそそぐ附近では，左股川酸性緑色凝灰岩層ゐよび、発寒川変朽安山岩層を

岩脈状に貫ぬいている(石英粗商岩質岩脈と同じくこの項目で一括した。)。

上部は張碓層群にむ jなわれる。一般に緑泥石化作用がいちじるしく，黄鉄鉱

化作用と珪化作用とをわやかにうけている O

滝の沢に分布するものは，しばしば住状節理が発達し，濃緑色椴密な石基

中に 3mm 内外の石英，斜長石が斑状に散点している O

鏡下では， I~4mm 内外の石英・斜長石・緑泥石イじした有色鉱物(輪郭を保っている

が新鮮なものがなく不鮮明である〉などで・ある。斜長石 I:~ 双品および累帯構造をしめす

こ主は少なく，曹長石イヒ L ，周辺ならびに男ー開によそっては方解石・緑泥石に交ってい

る。時 1:::1 むよその斑 IWl 令部がそれらによって交代されで v' .~こ主がある。石基(む絹雲

母化・緑泥石化 L ，さらに鉱質物によって掲色に汚染されでいる。岩脈状をなすものの

石基(よ I\~~ 徴品質て・斜長石・普通輝石・石英を斑品とする。普通輝石多くは緑泥石化し

一切

」ャ、 0 0
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白井川支流右股川上流に露出するものは，緑泥石化作用はほ主んど、みとめられない

融蝕形石英・中性長石および少量の普通輝石・角閃石を斑品とし，石基(土破璃中に斜長

石・普通輝石を散在して u 、る。

また常次沢入口のもの lむ石基l立政璃基流品質で， 析木状斜長石・有色鉱物は〈輝石

のようである〉それぞれ輪郭を有するが，すべて緑泥石 ξ 絹雲母とに変化している。琉

璃質物は禍色を呈する部分もあるが多くは緑泥石・紹雲母lて変化 L て上記の微晶問を充

填している。斑晶鉱物は 3 石英・斜長石・有色鉱物である。石英は 1~2mm の融蝕形あ

るいは稜角形を呈 L ，斜長石(土 3mm 大のもので来片双品が発達し，一部は絹雲母に変

ワている凸有色鉱物は全く緑泥石に交っているが輝石であろう。

B 朝里川流域地区

天fJij獄とその匹i南方の山地，むよぴ仏沢周辺を合む地域である。地層は第

1 表に示した通りであるが，さらに次のように分けられる。

ib·.. …珪質石英粗面岩
逆川石英粗面岩(

la……石英粗面岩

a) 石英組面岩

これは，朝里川支流左股川中流，ヰなよび文治沢上流に発達する。緑泥石化

作用者よび黄鉄鉱化作用のいちじるしく，とくに黄鉄鉱が濃集し?と所では探

鉱が行われたことがある。この岩石は，薄い板状の層王里をもっ灰黒色頁岩と

淡緑色砂岩との互層たらびにベントナイト状の石英粗面岩質凝灰岩を伴た

う。頁岩の部分の走向・傾斜は N 10,V • 100NE である。

一般に岩質は黄鉄鉱の散在した淡緑色椴密な石基中に 2--5mm 大の石英

と長石の斑品がみられる。小樽内川流域の石英粗邑i岩の岩質とは趣を異にし

ているが，滝の沢支流貌の沢のものとは類似しているO

鏡下では，石英。岳、!長石・普通輝石を主成分鉱物とし，ジルコン・磁鉄鉱主副成分と

する。

石英の大きな斑品は融蝕形を示すが，小さなものは稜角形である。斜長石は灰曹長石

附近のもので一部は絹雲母に変化している。普通輝石は新鮮なものがまれで，多< :之完

全に緑泥石に交代されて v 、る。

石基は徴品質で珠璃・~+長石・石英から構成されて v 、る o

b) 珪質石英粗商岩
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ろえにのべた石英粗面岩と漸移して，天狗獄jなよびそれにつらなる西南山

地，ならびに張碓川左岸に分布する。上部は毛無山火山噴出物，朝里獄噴出

物に不整合に命令われている。

この岩石は標高度の高い位置にあるものほど，堅硬紋密で、，珪岩のよろな

外観を呈する。すたわち，天狗獄頂上 928.1 m の三角点の西南の崖は， この

ようたものであるO しかし低い所のものは， 帯褐色で、珪質の石基中に lmm

時には 3mm 大の初成石英がわやかにみとめられるO

珪岩状のものは，鏡下では会〈モザイグ状の石英の集合体主なって」、る。

その他朝里峠の周辺にも，石英粗面岩が分布しているらしく転石を多くみ

とめるが，露出は確認するにいたらなかった。ここは暗灰色級密の石英粗面

岩i擦を有する石英粗面岩質集塊岩たいし角陳凝灰岩が露出しているので，あ

るいは前記の転石もこれに由来するものかもしれたい。

E 迷沢酸性貫入岩体(石英粗面岩質斑岩〉

，]、開門川に沿い，ノト樽内川酸性緑色凝灰岩層の走向とほぼ平行な雁行状回

列をとって発達する。すなわち NN\V 方向に伸び，図幅内では最大延長 6

km にも会よび、その延長はさらに隣接「定山渓図幅J の地域に及んで、いる。

最大幅は1.5km であるが，きわめて膨縮のはげしい岩床状または岩脈状の貫

入岩休で、ある O かうて，この岩石はネパダイトとして記載され，その泣入の

時期にづいては，いくどか議論されてきたのであるが，筆者の調査によれ

銭函層群j仕積後切I[蜂統に相当する)，張碓層堆積以前 L黒松内統に相当する)

に貫入したものであることが明らかとなった。

との地域で、は，八雲統に相当する地層を欠いているので，詳細は不明で、あ

るが，あるいはこの時期〔八雲世〕の泣入にもとづくものかもしれ紅いO

た~，次の箇所で、最も良く貫入状態を観察することが出来る。(心った漁沢

では第 1 図に示すように，黒色頁岩中に岩脈状に貫入しているO 頁岩には変

1) 神津淑祐，待場勇，竹内常彦 (1939)

2) 佐藤伝蔵( 1937)
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第 1 園 大漁沢における石英粗田i岩

色を呈して者れその中に 5'""7mm 質斑岩 (I) の小樽内川層く2) を

の石英・斜長石沿よび、少量の角肉 質入ずる状態

石・黒雲母の斑品がみられる。丈漁沢では，風化して白色を呈して石英が突
りそfヤマ

出し，あるいはその斑晶が分離して散在している。さらに梓山東方の沢に露

出する岩体は，淡緑色を呈するもので，有色鉱物はほとんどみとめられや，

長石もまた少量で、， 3mm 大の石英斑晶が最も多い。石基も，岩体の外観に応

じて微品質，隠微品質，波璃等さまざまであるO

成鉱物はみとめられたい。 (b) 上平沢では，禄色凝灰岩中に貫入しているが，

緑色凝灰岩自体がいちじるしい変質作用をうけているので，接触変質作用は

肉眼的にも顕微鏡的にも，みとめることができなかった。

岩質はかなり不均質で、ある。例え

ば迷沢では級密な石基中に lmm 大

の石英斑品が発達して，石英粗面岩

状を呈し，岩体の周縁相を示してい

る O また，豊宏鉱山の周辺では，禄泥

石化作用・黄鉄鉱化作用・珪化作用

がいちじるしく，石基はそれらの作

用の強弱によって淡白色たいし淡緑

鏡下では，

斑晶鉱物……石英・斜長石(灰曹長石〉・角閃石・黒雲母〈稀〉

副成分鉱物……ジルコン・燐灰石・磁鉄鉱

石 基……絹子・石英・到長石

二次鉱物……方解石・緑泥石・絹雲母・石英

石英(土径 7mm 大から顕微鏡的のもの玄であリ，多くに融蝕形あるいは稜角形状のも

ので仇る。科長石はアルバイト式来片双品を示 L ，玄れに累帯構造が発達するが，曹長

石・絹雲母・緑泥石に変化することが多v 、。角閃石はオペサイト緑を有 L ，多色性が ν 、

ちじるし \ X/=禍色， ZIニ=決禍色乏しめい時には岩奨との反応進んで，鉄鉱の粒状集

合物にかわって v 、るが，なお角閃石特有の輪郭を有 L ている。黒雲母はまれであるが視

色を呈 L，柱状形でその周囲に磁鉄鉱の微粒を配列している。

石基;工，微品質で石英，斜長石の微粒，披璃よりなるもの，琉璃質で，析木状の斜長石

を混在するもの，全く破璃からなるものなどがある。概して石基も緑泥石化されて、 ι 。
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皿張碓層群

この地層は基性火山岩むよび集塊岩を始め種々の砕屑岩を主要構成員とす

るもので，銭函層をむむい，烏帽子獄・天狗獄・手稲山南斜面・石狩湾海岸

沿いにかなりの拡がりをもって分布する。構成員のうち，特にいちじるしい

発達を示すのは集塊岩で，これはいわゆる黒松内型のものであるO

なゐ，この地層には次のようなことが特徴となっているO

(1) 集塊岩中の多くの際片は黒色破璃質の特徴ある外観をしめす安山岩

であること。

(わ 変質作用をうけることなく新鮮であること。

この地層の走向・傾斜は一般に不明瞭で、あるが，ところどころに露出する

砂岩，頁岩をてがかりとして測定した所では NS--N200E ・ 5°__10° NE の走

向， fl頃奈}をしめしている。

また，この地層の発達する所は，地形の項でのべたように，しばしば急崖

を形成し露出は良好で、ある O しかしこのために，交通の障碍と主立っている場

合も少くない。

下部は銭函層と接しているがそれとの直接の関係、をたしかめえたばあいは

割合に少い。ただ隣接図幅「小樽東部 J のカシヤマ島対岸の露出では不整合

のようである O 上部は多くの場合，新第三紀末葉ないし第四紀初葉の火山に

不整合にむむわれている O 以下本層の発達する地域を，豊平地区・手稲地区

・朝里地区の 3 地区に分けて，説明をくわえる。

1 豊平地区

天下〕獄・神威獄・烏帽子獄・四ツ峰をふくむ地域である O

この地域には，第 1 表に示された地層のうち，次のように細分された地層

が発達する。

{T 巾b ...集塊吉質
rT巳ヨ 烏砂則帥淵II中帽IJ恒I宿問自

岩質集塊岩層 |ι中 q 安山岩質 ...f t:拘.….日.質集塊岩層

lT 1
一 一一 叩集塊岩層 l廿中 角閃石安山岩
1¥ .一….い..一….一.天狗獄安山岩 \.1句包 al" 質集塊岩層
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Tt) 天狗撮安山岩

柱状節理の発達する暗黒色の堅硬徽密た岩石で，天狗獄・烏|帽子獄の中腹

以下の山地に熔岩流として発達しているO 銭函層堆積以後の火山活動の産物

であることは次の点から明らかで、あって，たとえ野外で直接の関係、で見られ

たかったにせよ銭函層を不整合に j号沿うものであることはたしかのようであ

る。

(a) 天狗沢では，断続的に逆川石英粗面岩が窓状に露出し，時にはその掌

大の角礁をふくむ。

(b) 変質作用はみとめられない。

(c) 上位の安山岩質築士鬼岩中にも扶在する O

以上の点からこの安山岩を天狗獄集塊岩層の基底部とした。

鏡下では，新鮮で，多量の科長石と比較的少量な紫蘇輝石 :}s よび普通輝石を斑品鉱物

左ずる複輝石安山岩に属する。斜長石は包裏物が多く，中性長石~曹長石の成分をもづ。

石基はハイアロピリチックで，暗掲色の琉璃が多( ，中に析木状の斜長石，柱状の輝

石および磁鉄鉱がみとめられる。

T2) 烏帽子録安山岩質集塊岩層

烏帽子獄・天狗獄会よび、四ツ峰の山頂周辺に発達するO この地層は，天狗

獄複輝石安山岩を遁発した一連の火山活動による産物で，ほとんどが集塊岩

であるが，下部には，複輝石安山岩と泥岩とをわやかに伴危う。

T2al) 含右英角閃石直輝右安山岩質集塊岩層

烏帽子獄中腹部沿よび、四ツ峰に分布するもので，下部は復輝石安山岩に，

上部は，複輝石安山岩質集塊岩にそれぞれ漸移する。神威獄南斜面の沢では

黒色頁岩を介在するのがみられた。基質物は淡褐色ないし淡灰色の火山灰で

あり，岩塊は学大の角ばったもので，陪灰色ないし灰色の石基中に斜長石と

有色鉱物とを散在する。その外閃禄岩去よび珪岩の角臣告もわやかみられる。

鏡下: 斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および少量の角閃石・石英を斑品とする合石

英角閃石複輝石安山岩である。石英口 lmm 大の融蝕形状のものて・あり，斜長石 lエヂや

素片双晶が発達するもので，中性長石~曹灰長石に相当する。石基はハイアロヒリテヅ

グ構造を示 L ，斜長石微晶および淡灰色の披璃が多( ，有色鉱物の微品 i土少 ν 、 D 一方四

ツ峰を構成するものは，斑晶として角閃石はみとめられず，石基は前のものにくらべて
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~や結晶度が高い。

T::la::l) 複輝石安山岩質集塊岩層

天狗獄山麓 jなよび烏帽子獄頂上周辺に露出するものの角礁は，径 10 em 内

外の角ばったもので暗灰色の石基中に斜長石と有色鉱物とを散在する O

また天 fpJt 訣北方の山地を構成するものの角牒は，黒色攻璃質の石基の中に

1--2mm の斜長石斑品がまばらに散布し，多くは杏仁状空際をも有している O

下部屑とは漸移的関係にある。

鏡下: 前者はほぼ曹灰長石の成分をもっ斜長石じ紫蘇輝石および普通輝石主斑品

とする破璃質複輝石安山岩である D 後者心科長石，および少量の紫蘇輝石・普通輝石を

斑品主する珠璃質複輝石安山宕である。石基はハイアロヒリテザグ構造で暗禍色の破璃

が多( ，中に小さな析木状の斜長石，粒状の i揮石，磁鉄鉱ならびに織維状'/)結晶Jffiが配

列する。

T::lb) 集塊岩質韓友岩層

天狗拐;頂上周辺にほぼ、水平紅層埋を示して分布し，しばしば凝灰質砂岩を

はさむ O 下部集塊岩層とは漸移している。黄褐色を呈して， 4cm 大の角ば、っ

た複輝石安山岩塊，頁岩片を合んでいる。 穆結物は凝灰質物である O

2 朝里地区

春香山，張唯海岸地域，朝旦川上流，石倉山地などを合む地区である O こ

の地区では下部が集塊岩で特徴づけられ，土部は熔岩流で代表されている。

た者，第 1 去に示した地層のうち次のようたものが発達する。

(A 3 ..· …石倉山安山岩

i人2 春香山複輝石安山岩

Al ……烏帽子獄安山岩質集塊岩層

AI) 烏帽子撮安山岩質集塊岩層

この岩層を構成する角際には，成分鉱物は同じであるが，石基の異なるご

うの種類があれそれぞれ異なる地域に分布する O すなわち， a) 小樽南方，

朝里川上流，春香山周辺たどに露出するものは，黒色徴密た一見玄武岩を思

土)せるよう友， ~'fi~大の梅輝石安山岩塊を火山灰で穆結している o b) 張碓海
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第 2 園 カヤシマ島対岸における流紋岩 (Li)(小

間内川層〕と烏帽子裁集塊岩層 (EAg) との不

整合関係， Ted は流紋岩機を有する凝灰質砂岩。

Li

している。

山岩質集塊岩が堆積し，不

整合的関係にあることを示

岸に分布するものは，有色鉱物と斜長石との斑品がみとめられる径 30cm 内

外の灰白色多孔質た岩塊，むよび晴灰色破璃質の岩塊が多く，少量の (a) の

黒色輝石安山岩塊を合むものである O しかしながら張碓駅以西では次第に黒

色複輝石安山岩塊が増加して (a) の集塊岩層に移過する。謬結物は淡灰色粗

惑の火山灰むよびやや粗粒の火山砂質物である O

下位屑の銭濁層とは次のような関係にある O

(a) 小樽市周辺では，小樽内川酸性様色凝灰岩層を不整合に老拾っている

ようである O すなわち隣陵図幅「小樽東部」のカヤシマ島対岸で崖では，第

2 図に示したように， ノj、博内川酸性禄色凝灰岩層に相当する石英粗回岩の凹

凸にとむ侵蝕面上に，ごく

薄いものであるが，下位か

ら 10cm 大の石英粗匝岩の

亜円礁を合む凝灰岩質砂岩

(l m) ，集塊岩質凝灰岩・安

(b) 下位肩がかなり高い位置まで露出し，凹凸のある所をうづめたような

形を示している箇所があり。たとえば毛無沢上流で、は窓状に石英粗面岩が露

出している。乙の地域は，火山活動がきわめてはげしかった所であるから，

両層の間にみとめられるこのような関係が，はたして，層位的た真の意味の

不整合であるかどうか，た止問題があるものと考える。しかしたがら，現在

までの西南北海道についての知識では，八雲期は静穏な堆積環境にあった時

期で，火山活動は局部的にわす寸ミに行われた， と信ぜられている。したがっ

て，今のところ，両屑を不整合とみとめてゐく。

鏡下: (a) iむきわめて明瞭な安山岩構造を[めしている。斑品斜長石じ 1-2mm

大の卓状結品で亜灰長石の成分を示す。有色鉱物として(む紫蘇輝石および普通輝石が

比較的 Iこ小さな斑品としてみ左められる。

紫蘇輝石(之 X/=i 炎禍色 ， Z' ニ j炎掲色を L め L ，普通輝石 l土決緑色のもので，消光角 C八 Z
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=350 である。

このほか白形の磁鉄鉱を多少合有して u 、る。

(b) はほとん E破璃質eて・繊維状の結品距からなり，杏仁状空隙をもっ石基中に，斑晶

として斜長石・普通輝石・紫蘇輝石がみとめられる白斑晶鉱物は，斜長石〉普通輝石〉

紫蘇輝石である。斜長石l土中性長石の成分をもヮ 1-1.5 Dun の短冊状のものが多く，輝

石を包裏物として合んでいる D 斑品の大き ν ものでは累帯構造をしめすことがある。普

通輝石は一般に 1mm 内外の粒状形のものが多ν、。紫蘇輝石は長粒状主たは細粒で，そ

の量はタu 、。

A:J) 春香山安山岩

下部集塊岩層を命令って春香山の周辺に発達する O 下部には，集塊岩層を

はさんでいるが，全体としてみれば、溶岩流で代表される。全体の岩相長よぴ

岩質は烏帽子獄集塊岩層の (a) の角礁と同じである O

A3) 石倉山安山岩

石倉山を中心として分布しその末端は張碓隆道附近にまで治よんでいるo

下位の集塊岩層との関係は，張碓隆道で

みとめられたが，そこではあきらか危累重

関係(第 3 図)が観察されるから，烏帽子獄安

山岩質集塊岩層の上部にくるものである 0

10cm 大の円味を jなびた捕獲岩を合んでい

るのが特徴で，暗黒色を呈し，しばしば柱状

節理が発達する倣密な岩石であるO 張碓~

道ではこの岩石を砕石して利用しているo 第 3 圃張碓隠道における烏帽子

鏡下: 斑品 斜長石〉紫蘇揮石主主普通輝石 獄集塊岩層 (EAg) と石倉山幣岩

石基 斜長石・紫蘇輝石・政璃 (lL) との漸移関係， Di はff錐。

副成分磁鉄鉱

斜長石は曹灰長石附近の成分で，白形のものが多く，普通輝石主包裏しているロ紫蘇

輝石iU 多色性を示す白形のもので，やや多量にみ主められる c 普通輝石は少量で，亀

裂が多< ，双品を L めじている。

石基はハイアロピリティックで，有色鉱物および鉄鉱の微晶;工比軸的少い。捕獲岩は

輝石安山岩で灰色は呈しているが， その辺縁部li 幅 O.5 crn くら ν 、が淡掲色に変ってい

る。これの詳細にヲνては別に発表する予定で u 、る。
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3 手稲地区

軽川南西の丘陵地・手稲山南斜面・奥手稲山山麓地域をふくむ地区で，第

1 表に示した地層のうち烏帽子獄集塊岩層が発達しているO 烏帽子獄集塊岩

層はさらに次のように細分される。

(c…複輝石安山岩
内…合角閃石安山岩… l

烏帽子獄安山 f .l2 質集塊岩層 )b..·石失安山岩質集塊岩層

岩質集塊岩層)~五石英複輝石安 la 合角閃石安山岩質集塊岩層
\..L 1··· 山岩質集塊岩層 6

T1) 含右英直輝右安山岩質集塊岩層

大部分が発寒川左岸に発達するもので，その他三樽別川上流にもごくわす=

か露出するO

永峰沢で、は，合石英復輝石安山岩と同質集塊岩と同時累相の関係、が観察さ

れ，永峰沢以東は熔岩流，以西は集塊岩で特徴づけられているO 直接，下部

と接している個所はみられないが，発寒川 L左岸〕支流などでは，この地層

の発達地域中に，相当た高処まで銭函層が下盤側に分布しているのがみとめ

られ，木屑の基底面が相当に不規則のものであることが推定されるので，不

整合のように思われる。との地域の手稲層としたものは，黄鉄鉱によって鉱

染され，探鉱坑道も設けられたものであるO

角礁は，ほ主んど‘大部分ヵ:破璃で，その中に少量の析木状の斜長石主粒状の普通輝石

主が散在する石基中に，斑晶鉱物左して少量の融蝕形状の石英・科長石(中性長石附近

の成分〉・紫蘇輝石・普通輝石がみ主められる。

石基および斑晶 i工主もに新鮮である。謬結物[土破璃から構成されるが少量の斜長石・

普通輝石の破片を合んでいる。永峰i尺以東の熔岩流をなして分布する黒色韻密な岩石も

鏡下では全く上にのべた角礁と同じであるョ

T:?) 宮角閃右安山岩質集塊岩層

合角閃石安山岩質集塊岩が主体で，復輝石安山岩質角際岩・同質集塊岩・

石英安山岩質集塊岩・複輝石安山岩熔岩をはさむ。

a) 含角関右安山岩質集塊岩層

下位の手稲層の角礁をこまれに合むことをのぞいては，銭函層群との直接の

関係はわからないが，上部は手稲火山噴出物に不整合にt>t>われている。
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軽川沢以東の国道沿い，~よび、キラー沢以西に発達するものは，暗灰色あ

るいは灰白色を呈し，斜長石ままよび、 5mm 大の角閃石斑品がみとめられる。

鏡下: 斜長石は，白形の 2mm 大以下のものが多じその成分は中性長石附近て、あ

る。角閃石は， 2---5mm 大の自形結晶が多く，多色性が ν 、ちじるしく ， X' ニ淡禍色， Z'

=i 炎緑褐色をしめ L，粒状の普通輝石を合有する。石基は短冊状ないし粒状の斜長石お

よび粒状の輝石が禍色の波璃中に散在する D

基質物はこれ主同源の鉱物砕片及び火山灰から構成されている。

b) 右英安山岩質集塊岩麿

4・

手稲鉱山小学校裏・手稲鉱山事務所周辺に発達するもので，層理は一般に

不明瞭で、あるが，鉱山事務所の沢では EW' ， 20 0N の走向，傾斜をしめしてい

る° 1有機は指頭大から掌大位の角ばったものが多く，告企むね淡赤褐色たい

し小豆色を呈する。

風化したものでは灰白色の石基中に斑品として斜長石と有色鉱物とがみと

められる O

鏡下: 斜長石は自形で累帯構造が発達 L，中性長石~灰長石附近の成分のものであ

る。時には紹雲母状のものに変っている。

石英は自形のものが多 ν、が，融蝕されたものもみられる。

c) 複輝右安山岩

軽][Iから星置川の中間にかけて，札樽国道の南方にみられる丘陵地周辺に

(心の合角閃石安山岩質集塊岩層中にはさまれて発達する。暗黒色の堅硬級

密な岩石で，一見玄武岩を思わせるような外観のものである O

鏡下: 斜長石 iU 平均 2---3mm 大の柱状結晶形主主り，灰曹長石附近のものであるロ

紫蘇輝石と普通輝石とは， 左もに主要な有色鉱物である。

石基(土長柱状ない L針状の斜長石を主主 L ，暗灰色の破璃がその問を埋杭ている。

IV 安山岩質熔岩および岩脈

新第三系張碓層の堆積以後から第四系の初葉にわたる火山活動の所産であ

るが，現在のところ明瞭な時代的区別 jはできないので，一括して記載するこ

とにした。
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1 安山岩質熔岩

発達する状態から第 1 表のように分類した。以下順次説明を行う o

A) 白井按熔岩

白井議を構成し，張碓層群，銭函層群をな沿って東北方向に溢流した熔岩

である O その末端は 20m にゐよぶ熔岩崖を形成している。

暗灰色の堅硬徴密たもので，長石 jなよび，輝石斑品がみとめられる紫蘇輝

石普通輝石安山岩である O

鏡下: 斑晶斜長石〉紫蘇輝石=普通輝石

石基珠璃・斜長石・輝石・磁鉄鉱

斜長石斑晶が多 v、ハイヤロピリテ f ヅグ構造を示し，流理構造は明らかでな ν 、 c 斜長

石は大型の卓状のもので，累帯構造はあきりみられず， An40~~附近の中性長石で，包

裏物正して微粒の磁鉄鉱・普通輝石を合んで v、る。紫蘇輝石はほ主ん r多色性を示さな

\，t 、。

石基は黒色度検状物質を多量にもつ毅璃質なもので，細かな斜長石と輝石主を少量ふ

〈んでいる。

B) 百松濯熔岩

発寒川変朽安山岩層を告沿って百松沢山を構成している O 暗黒色の鍛密 fJ.

岩質の熔岩であるが，時には，末端部が集塊岩状を呈する場合がある。

鏡下: 斑品斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

石基破璃・斜長石・普通輝石・磁鉄鉱

きわめて破璃質でハイヤロピリテ f ック構造を呈する。一部には，石基が会〈暗灰色

の破璃だけからなっているものもある。斜長石は白形のものが多〈中性~曹灰長石の成

分である。

石基{土，破璃からなり，その中に析木状斜長石・普通輝石・磁鉄鉱の微粒が，わずか

に散在する c

C) 奥手稲熔岩

奥手稲山から迷沢山にかけて広く分布している O 下位の張碓層群に属する

集塊岩の凹凸のはげしい侵蝕面を埋めたようた露出面が星置川上流で観察さ

れるので，張碓層堆積以後の噴出物である O

な者，奥手稲山のものは灰色の組影た岩石であり，迷沢山に発達するもの
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は暗灰色のやや級密なもので，外観はちがっているが，鉱物組成はほとんど

同じであり， (奥手稲のものは時に角閃石を合む復輝石安山岩で，迷沢のもの

は槻輝石安山岩である)，野外観察でも，ほぼ同時期の火山活動の所産である

ように見受けられるので，地質図には一括して塗色してjむいた。

鏡 f: 科長石の斑品が多( ，有色鉱物(よ比続的少」、。斑晶斜長石川 r ~1 性長石附近の

もので白形を L めすが，破砕されたような形のものである。輝石は紫蘇輝石が多いc 全

れに多色性のいちじる L ぃ角閃石を合んでいる。 X
J
= 禍色， Z/=淡緑禍色D

石基はハイアロピリティック構造で，奈l長石・輝石の微品が比較的多 k 、 a 一方迷沢山

に分布するものは，石基(エ前者よりやや」結品}支の高い石理をしめ L ，角閃石はみ主めら

~l ナよ」 ‘む

D) 御殿山熔岩

図幅地域の東部にあたる三角点 58[5 m 山地を構成し，隣接図幅「札幌」の

御殿山にわたって分布する。発寒川変朽安山岩を.:t-拾うもので，主に熔岩か

ち構成されている O この岩石は，発寒川をへだてて北部に露出する張碓層群

の集塊岩とは岩質を異にしている O すなわち，張碓層の集塊岩は，すでに説

明したよろに黒色の級密な岩石であるに対して，この熔岩は灰黒色の粗惑な

石基中に有色鉱物の斑品がみとめられるもので，柱状節珂が良く発達してい

る O したがって，その噴出時代は明らかでないが，張碓層土佐積以後と考えら

れる。

鏡下: 斑品:中性長石・紫蘇輝石・普通輝石

石基:攻璃・ 5ヲ!長石・普通輝石

別成分;二次鉱物:磁鉄鉱・棋泥石

E) 天狗山熔岩

銭函町南方に突出する天狗山を構成し，柱状節王里の発達のいちじるしい熔

岩で，宍狗山の北方には岩砕となって分布している O 暗灰色の石基中に斜長

石と輝石の斑晶がみとめられる線輝石安山岩である O

鏡下の観察斑品;斜長石・紫蘇輝石・普通輝石

石基:破璃・斜長石 e 紫蘇輝石・磁鉄鉱

普通輝石 (0 .5 mm 以下の慰柱状あるいは粒状形〉は紫蘇輝石 CO.8 mIl1以下の長柱状〉

に較べで量が少( ，かっ吸収性が弱〈て苦土質物に富んでいるようである。斜長石は 2

111111 大の長柱状形のものが多く，梨帯構造は顕著:でな v 、。石基 J 二ハイアロピリテ f ツグ
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構造を示すが，流理構造は明らかでな ν 、。

F) 柑山熔岩

小樽内川層を不整合に被覆して，梓山山頂部周辺に発達する。淡禄灰色を

呈し，在状節理の発達する普通輝石安山岩であるO

鏡下: 斑品:斜長石〉普通輝石》紫蘇輝石

石基及び三次鉱物;硝子・科長石・磁鉄鉱・緑泥石

2 岩脈

A) 右翼安山岩

左股川変朽安山岩中に貫入した小岩脈で，右股沢に露出している。暗灰色

ないし灰色の石基中に斜長石むよび、 2mm 内外の輝石斑晶が散点するもので

ある。

鏡下: 斑晶:斜長石・石英・普通輝石

石基:斜長石・普通輝石・波璃

普通輝石は短柱状のもので，やや多量に合まれている。石英は融蝕形を示 L，比較的

少量である。長石は累帯構造のいちじるしく発達するもので，中性長石ないし曹灰長石

に相当する。

石基はハイアロピリティック構造で，比較的破璃にとみ，タ量の普通輝石と斜長石の

徴晶が散在する。

B) 含石英富輝右安山岩

張碓層の集塊岩中に貫入する岩脈で，軽川市得南方の丸山に露出する。暗

鴇色の石基中に 1--2mm の斜長石斑晶が散点するようたものである。

鏡下: 斑品:斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・石英〈ごく少量〉

石基:破璃・斜長石・普通輝石・磁鉄鉱

普通輝石は紫蘇輝石に比較して少量で，外縁部には，幅の狭い帯状をなして鉄質物が

みとめられる。

斜長石(工新鮮な曹灰長石附近のものが多く，累帯構造はいちピるしくな)、。

石基はハイアロピリティッグ構造を示し，小析木斜長石の微品にとんで"、る。

C) 複輝石安山岩

三樽別川緑色凝灰岩層を切る小さえ E岩脈で，滝ノ沢に露出する黒色の徴密

た岩石である O
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鏡下: 斑晶:斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

石基:破璃・斜長石・磁鉄鉱

紫蘇輝石は普通輝石に較べ少量で，一部は緑泥石に変って v· る。

斜長石は長柱状のものが多( ，成分{土中性長石附近である。

石基は，大部分が攻璃から構成されていて，その中に針状の斜長石と磁鉄鉱とが散点

ずる司

D) 普遍輝右安山岩

発寒川変朽安山岩，三樽別川緑色凝灰岩層中に貫入した岩脈で，星置川上

流・銭函川会よび、小樽内川支流夕日沢に露出する。

鏡下: 斑品:普通輝石・斜長石

石基:斜長石・普通輝石・磁鉄鉱・波璃

第 5 章第四系

第四紀に属するものとして一括した地質系統は，石狩湾の海岸に沿うて発

達する十万坪砂牒層，手稲山・界風岳・毛無山・朝里獄・余市獄など 0新期

火山岩類，むよぴ，石狩低地帯を始めとする諸所の低地を埋積する沖積層と

であるの

1 十万坪砂磯層

札開国道沿いには，新第三系によって構成された山地の前面に，標高 20-­

60m にわたるゆるやかな傾斜地があり，洪積紀に形成された扇状地堆積物が

発達しているO 特に，十万坪附近で広くとの地層が発達しているので，とれ

を十万坪砂際層と呼ぶことにしたい。

これと厳密に同時期のものか否か，目下のところ必やしも明らかでないが，

張碓附近で海岸に近い平坦面〔平均高IE§ 100m 内外 1 にも，うすいながらも

磯層が発達しているので，しばらしこれも地質図上では同格にとりあつか

った。なゐ，発寒川・小樽内川・朝里川たどの流域にもせまいながら，河岸

段丘がみられ，これは前記の平坦面よりは明らかに新期のものであるが，繁

雑をさけ地質図上には，一括して塗色して jないた。
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これらの三つの堆積物層の間では，構成物質の相異はほとんどみとめられ

たい。むしろ同一堆積物層中でも発達する場所によって多少の差異があるよ

うである O 例えば，十万坪の山体近くでは，人頭大の礁が多く，砂質物が少

いが，山体から離れた所では，掌大の礁となり砂質物が多くなるO 地表近く

には普通赤色土壌と腐植土とを累積しているO

E 新期火山噴出物

A 手稲火山噴出物

合石英復輝石安山岩熔岩jなよび，同質砕屑岩からたるO 手稲山山頂から東

南に向う平坦面は，熔岩で構成され，その末端は，現在発寒川北西にみられ

るような高さ 30m にもゐよぶ熔岩崖をつくっている。砕屑岩は北面のゆる

やかな斜面に発達している。

この火山体は解折が進んで、原形をとどめていないが，手稲山北縁部の絶壁ー

は，旧火口の片鱗をしのばせるものであろう。

新鮮危岩石は，灰白色ないし暗灰色の堅硬椴密なものであるO

鏡下: 斑晶鉱物は科長石・紫蘇輝石・普通輝石および少量の石英である。

斜長石は最も多く， 2~3 Jl1m 大の中性長石附近のものである。紫蘇輝石11 !~3 Jl1Jl1の

柱状結品で， X/=決褐色， ZIニ淡黄禍色の多色性主示す。普通輝石{土紫蘇輝石に較べて

やや少し粒状の決緑色のものである D 石英はわずかで円味むおびた融蝕形のもむてタ》

心。

石基はハイアロピリティック構造をしめい暗灰色破璃および小析状科長石 e 粒状の

普通輝石および紫蘇輝石・磁鉄鉱から構成されている口

B 毛無山火山噴出物

毛無山，たらびにその南方のただらかな傾斜面を構成して発達するもので，

その延長は，さらに隣接図幅「仁木」・「小樽東部」にまでゐよんでいる。

毛無山は，いちじるしく解析をうけた新しい火山体であるO この火山噴出物

iは熔岩を主とし，多少の砕屑岩を伴危う。一般に柱状節理が発達し，灰白色

を呈する岩石で，石基中には， まれには 7mm にむよぶ斜長石・少量の輝石，
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ときに捕獲岩塊をふくむ。鏡検によれば合石英複輝石安山岩とよばれるべき

ものである。風化したもので、は，褐色になり“たまねぎ"状のわれ目が発達

している o 溶岩の一部は小樽市~赤井川村間の道路建設用の砂利として砕石

されている。

鏡下: 斑品:斜長石く2-3 mm，時にラ mm (l，)卓状形〕

紫蘇輝石(長さ 1 Cm 以下の長柱状〉

普通輝石 (1 Cm 以下の長柱状あるいは短柱状〉

石英 (0.7 mm 以下の稜角形状な ν 、し融蝕状であるがごく少数である〉

石基:ハイアロピリティック構造主呈 L 暗灰色破璃中に短析木状の斜長石・

粒状の輝石および磁鉄鉱が散在する。

c 朝里獄噴出物

朝里獄山1買を中心として，四方にひろがりをもった平坦耐をよく形成し，

その延長は隣陵図幅「仁木」にまで長よぶ新火山岩体のようである。しかし

解析はいちとるしく進んで、，問、上周辺には火口の面影はみとめられないが，

朝里獄の東南部〔白井川支流の左股川上流の熔岩崖下〕には直径 15 m 程度

の小沼があるO

主に熔岩流から構成されているが，その末端部は赤掲色の集塊岩状に変っ

ている ο この熔岩は北部で、はうすくなって，沢には窓状に基盤の岩石が露出

している。外観は黒色の故密竪硬な岩石で，玄武岩と記載されていたもので

あるが，むしろ複輝石安山岩塊である。

鏡下: 斑品:斜長石〉紫蘇輝石>普通輝石

紫蘇輝石山 0.5 mIll以下の長柱状である。斜長石は中性長石~曹灰長石で， 1 IllIll以下

の J~(状形のものが多< ，双品ヂ累帯構造主示すものは少い。

石基(心大部分が珠璃から構成され，微細な短冊状の苦手l長石主磁鉄鉱主が散在 L てい

る=左股川上流の未端部のものでは，石基(二千ヂ結品 f支が高くなっている。

n 余市獄火山噴出物

余市1ik山頂を構成し，さらに隣持図幅「仁木J t>よび「定山渓」にまで分

I) 佐々保地，根本忠寛，橋本日，松沢太郎 (1951)
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布するようである。頂上附近には，火口らしいものはみとめられないが，余市

獄の南東方向には小さた沼があり，あるいは旧火口底に相当するものかも知

れ友い。主として熔岩から構成されているが，三角点 983.0 m 北面の崖では，

集塊岩状友いし岩砕状を呈して，その末端部を示しているO

頂上部の岩石は，灰白色の石基で，有色鉱物は，比較的少量で、あるが，中

腹部のものは，暗灰色で有色鉱物の量がやや多くなるように，その外観老よ

び主成分鉱物の合有量には，多少の差異がみとめられるO しかし，有色鉱物

の種類には変化がない。

鏡下: 斑品:斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

石基:大部分が鼓璃からなり，針状の科長石と磁鉄鉱とが散在する白

なお析状斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱の集合よりなる填間構造lこ近 ν 、石理を

示 L ，時には顕微鏡的捕獲岩を合有することがある D

E 扉風岳火山噴出物

昇風岳を構成するこの岩石は，平坦な熔岩台地を構成し，その状態は朝里

獄熔岩台地と極めてよく類似しているo

熔岩流の末端は， #手風岳西側にみられるような，高さ 20m の熔岩崖を形成

している。灰白色のやや粗影な複輝石安山岩である。

鏡下: 斑品:曹灰長石・普通輝石・紫蘇糧石

石基:破璃・剥長石・普通輝石・磁鉄鉱。ハイアロピリティック構造を示し，

斜長石・普通輝石の微晶がやや多量にみとあられる D

皿現世層

この地層は，図幅北東部の石狩低地帯，むよび各河川の流域に発達する小

河岸段丘一一現在の河床より 2--4m 高位の平坦回一ーならびに各河川に沿

って発達する氾濫原西友どを埋積しているO 前の 2 者は砂・燥を主とし，粘

土むよび土壌を従とするものであるが，特に石狩低地帯の，海岸線と洪積層

の中間位は泥炭地とたり草炭を賦存している。友治，海岸に沿う汀線近くに

は，砂丘が発達している。
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第 6 主主応用地質

I 鉱床概説

この図幅地域内は，古くから金・銀・銅鉱床地帯として注目されてきた。

したがうて，手稲鉱山・豊宏鉱山などの稼行鉱山はじめ，探鉱中のものや，

休山・廃山あるいる古い坑道たどが多数存在しているO

これらの鉱床は，すべて新第三系下部層を母岩とするもので，東北日本内

帯の，いわゆる緑色凝灰岩帯中に発達する鉱床とその型式を同じくするC し

かしながら，この地域で，現在までに知られているものは，浅熱水性裂捧充

填鉱床で，典型的危黒鉱々床といわれる型のものは見出されてむらない。

金属鉱床のうち，最-も普遍的なものは，合金銀石英方解石脈，閃亜鉛鉱・

方鉛鉱石英脈，ノレグン銅鉱・輝蒼鉛鉱石英脈，黄銅鉱・黄鉄鉱石英脈たどで，

手稲・札幌・豊宏・大豊の各鉱山は，それぞれこれらのうちのい守、れかの型

式をとうている。現在稼行中のものはわやかに手稲・豊宏の 2 鉱山だけで，

前者は銅，後者は鉛・亜鉛を主な採掘対象としているO

また，硫化鉄鉱が鉱染したいわゆる“やけ"の部分には，諸所で坑道によ

る探鉱が行われてはいるが，採掘できるようたものとして目立ったものはま

だ発見されていたい。

上にのべた各鉱床は，広地域にわたって分布する変朽安山岩・同質凝灰岩・

石英粗面岩・同質凝灰岩たどの境界近くに匹胎されていることが注目されるO

このほか金属鉱床としては，日jに褐鉄鉱床があり，張碓むよび、銭函鉱山で

採掘されているO た長銭函鉱山では，灰白色の変朽安山岩中に硫黄が斑点状

に散在しているが，これは成図的には褐鉄鉱床と関係があると思われる。

さらに，朝里山鉱山の明磐石鉱床のような非金属鉱床もある。これは，小

樽内川層にふくまれる珪化した石英粗面岩と変朽安山岩化作用をうけた石英

組面岩との間の多少粘土化した部分に匹胎するものであるO

以上のほか，熔岩流が石材として各所で採石されているO
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以下鉱種別に説明を加える。

E 金・銀・銅・鉛・亜鉛鉱

1 手稲鎮山

位置・交逼

手稽鉱山は札幌郡手稲町に位置し，鉱床は星置川の支流詑の沢に賦存して

ν、る。

鉱山事務所は函館木線手稲駅で下平して，石狩湾の海岸線に沿う札樽国道

を 20 分，さらにそれから左折して，緩慢な斜面を去ること 20 分で到達でき

る。

現況

この鉱山は，かつて金・銀鉱として採掘されたのであるが，第二次世界大

戦中には銅鉱を主として採掘した。そのために金山整備からはまぬがれた。

昭和 23 年に縮少され，現在は 30 名たら守、の人員で、稼行しているが選鉱設

備その他は撤去された。

地質

鉱山周辺は，手稲層に属する発寒川変初安山岩・三樽日fj川緑色凝灰岩，張

碓層群の角閃石安山岩質集塊岩から構成されている。鉱床は手階層中に怪胎

する。

鏡床

賦存状態 この鉱床は第三紀火成活動と密接な関係をもっ浅熱水性裂瞬

充填鉱床である。鉱床は，第 4 図に示すように，三山・黄金沢・万能沢の 3

群にわけられる。筆者が調査し?と時には，万能沢鉱床群はすでに休坑となっ

ていて，プ入\坑が不可能で、あつたので

びび、探鉱が進められているとのことでで、ある O

(1) 三山鉱床群

三山鉱床群は第 4 図に示すように，鳥谷部錨・第 3 露頭鎚・滝の沢鎚・テ
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ノレル鍾・三光鎚からなる。その配列状態を見れば、，それらの鎚の西北方を中

心として，非対称的な放射線状をたしている o これは，乙の鉱床の母岩であ

る変朽安山岩むよび同質凝灰岩の噴出をまねいた火成活動の中心が，との鉱

寸
ー

石葵炭酸鬼鉱物響

圏在化帯

臼糊輔
ー『ι

ー』

O
L

500 1000N

第 4 園 子部鉱山鉱山鉱脈分布と珪化帯

- 39 ー

噸J



床の西北に存在したことを物語っている。ただし，これらに対して斜交する

方向をとる第 3 露頭の一部と南北鍾は断層帯を充填した鉱脈である。

(2) 黄金沢鉱床群

黄金沢鉱床群は，日月盛・大豊・新盛・繁盛・妙允・次豊・金盛たどの樋か

らたる。

新盛・金盛・妙高・次豊の各樋は，前記の噴出点を囲むような弓状形をと

って分布している。

これは，恐らく変朽安山岩の岩体が上昇し，いまだ回結しないでいるとき

に，これと同質凝灰岩との移化部，すなわち熔岩流と火山砕屑物とが相交雑

したことを物語るものであろう。

一方明盛・繁盛の各錨は，三山西側の方向に中心を求めて分布している点

から考えて，この両鎚をもたらした裂緯生成は三山鉱床群と因果関係がある

ものと推察する。

ぐ3) 鉱床の鉱物組成

この鉱床の各鎚の鉱物組成並び、にその量的関係、は，第 5 図に示す通りであ

るO 図の・日]の大小は，相対的の量比をあらわしたものであるO もちろん白

鉄鉱・鶏冠石台よび、堆黄のようなものは，石英・重品石等に比較してきわめ

て小量で、あるが，各鎚の相対的な量関係を明らかにするために，上記の記号

を用いて表現してjないた。

第 5 図から明らかたように，三山鉱床群と黄金沢鉱床群との各鎚にヲいて，

その個々のものを検討する場合には，鉱物組成むよびその量的関係に多少の

相違があっても，一見して，これらの鎚が成図的に異たるものであるらしい

というような鉱物共成の関係は示していたい。

しかも，これら各錨を二つの群一一黄金沢鉱床群・三山鉱床群一ーとして

見る時に，はじめて差異がみとめられるのである。

ただとの図でもわかる通り，特異たのは第 9 鳥谷部樋であるO この樋は，
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三山 着金沢
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第 5 国手稲鉱山各鈎の鉱物組成



石\ Au grit IAg grit

9.0 I 到1. 0

49. ラ1.5

ク 白色石英 6.8259.8

M部 7 帯坑西12号(絹雲母 0.1 1 旬。

l 同面安銅鉱. J!1 fiJJ 銅鉱・ルヅ 9.0 ラ 59 .5
1 ン銅鉱 /0_

。!立面安銅鉱の鉱染した絹雲3.0 129.8

第 3矧 4 番坑東 61 重品石く主) .旧安銅鉱 1.5 I 34日

夕 l 月面安銅鉱。重品石にとも! 日 I 948.0

第 3 長頭 4 番坑 O 守)王髄質石英 0.2 146.0

1. 0 矧 O。 |輝蒼鉛鉱@問面安銅鉱

大型 3 番坑西 2 号|黄鉄鉱にどむ@玉髄巨石英

このように，両鉱床詐は，それぞれ，鉱物組成に特徴をもっているもので，

黄金沢鉱床群と三山鉱床群とを比較すれば，前者は後者よりいっそう侭-温の

もとで生成し?と鉱物組成並びに共生関係を示している O.

(4) 合金. 11~ 品位

いかなる鉱物が，いかたる時期に金・銀の合有率をますようになるもので

あるかを吟味するため，一一持にド古 3坑のそれらの関係を明らかにするため

に一一産出状態の明芳な鉱石を式件として分析した去が第 2 去である O
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3 番坑より上部では，普通金・銀鉱脈の場合のように，石英・重品石・方

解石が主要な鉱石であるが，それ等の鉱石でも，いっそう後期の品出鉱物が

合金・銀品位に jないて優るのである。それ以下の坑では，上記鉱物よりも，

銅鉱と密接た関係を有している。

2 大豊鎮山

位萱・交逼

小樽内川のー支流夕日沢に露頭がみとめられるO そこに達するには，小樽

市字朝里と定山渓とを結ぶ自動車専用道路のほ段、中間一一ヘノレベテコアヒュ

ッテーーから銭函に通やる林道を利用すると便利であるO

この自動車道路は前に述べたように，現在ではヘルベチュアヒュヅテを中

心として，南北にそれぞれ 2km の間は歩行困難た状態であるが，この聞が改

修されれば，充分に利用価値のあるものとたろう。

沼草・現況

この鉱山は，かつて金・銀鉱として探鉱されたことがあるが，実際は露顕

面を少しば、かり掘った程度であった。現在は札幌市の島田基石氏が所有して

いるが，本格的には探鉱も採掘も行われていたい。

地質・鋸康

鉱床は銭函層群に属する小樽内川間のー構成員である石英粗両岩を母岩と

し，脈状をたして匹胎しているO やはりー障の浅熱水性裂緯充i頁鉱床で、ある O

周囲の岩石はいちじるしく庄化作用と黄鉄鉱化作用とをうけて，黒色級密な

岩石，あるいは白色堅硬な岩石に変っているが，初成的な石英斑品がみとめ

られるので，上記のように，その原岩をうかがうことができるのである。

鏡下: 初版の石英斑品が以とめられるだけで，他の斑品は石基と同様 iこ，微粒石英

の集合体に変化 L，原鉱物の輪郭(工会く失われて」、ゐ。そのほか，黄鉄鉱が散在 L てい

"Q 。

鉱体の周辺では，特に珪化作用がいちじるしく行われて，母岩i土白色を呈

しているが，鉱体を離れた両側面では，黄鉄鉱の鉱染がいちじるしく，黒色

を帯びている。

鉱脈は N 100 \V, 80oNE .::j;;-よび N 500 \V, 800NE の走「口~，傾斜を示す二つ

ーのー



の鎚からなれ両樋が交叉する附近が富鉱体とたっているO

N10
o
，V の鍾は，珪化帯の幅が 3m に達するが，銅鉱物はまばらに配列し

ている程度で，その延長部は，河岸段丘の磯層並び、に樹木で命令われるため，

前後 10m ほどの間しか確認されなかうた。この錨が後からのぺる N 80o,V
方向の樋と交わる附近では，鉱体は，晴緑色石質の岩石中に Jレゾン銅鉱がご

くまばらに斑点状に散在する部分 (30 em) , Jレグン銅鉱がいちじるしく鉱染

して紫赤色を呈する部分 (30 em)，少量のノレグン銅鉱と針状の輝蒼鉛鉱とが

みとめられる部分 (20 em)，少量のノレゾン銅鉱が散，点する部分 (65 em) な E

のように帯状に配列しているO しかしその交点から離れると，石英を脈石と

する部分に，銅鉱がごくわづかだけ散在するに過ぎ友いような状態に変って

いる。

また， N80o,V, 800NE の走向，傾斜を示す鉱脈を，詳細に観察すると，

1.5em 幅で 1m 程度の延長を有するノレグン銅鉱が，石英脈の方向を大体なた

めに切るような形で，不規受IJ網状に発達しているO との部分は晶洞にとんで

いる。それから数 em 離れた両側には，不規則友団塊状になって斑，点状のノレ

グン銅鉱と， 2mm 大の針状結晶の輝蒼鉛鉱との集合体がみとめられるO

構成鉱物は，石英・ルゾン銅鉱・輝蒼鉛鉱の 3 種だけで，金銀鉱は鏡下で

も見出され危かった。

ノV ゾ γ銅鉱

暗黒色の部分を.反射顕微境下クロスニコノレで、観察すると，淡い青藍色を

呈する部分と暗紫色を呈する部分とが桶状をなして，明瞭な来片双品を示し

ている。また，試薬に対する反応は次のようであるO

HN03 (Cone.)→その周囲多少褐色を呈するが試えば清浄となるO

KOH(40%)→反応な La

HCI(1:1)• HN03 (Cone.) に同じ ο

KCN(20%)→容易にす巴されて濃褐色を呈する部分と，犯されにくくて

淡褐色を呈する部とが縞状をなす。
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以上の性質は，とれがノレグン銅鉱であることを示すものであるO 友会包裏

物は全〈みとめられなかった。

輝蒼鉛鉱

針状集合体をなす部分を反射顕微鏡下で観察すると，白色で，わやかに黄

色味を治ぴ， (010) に平行友努閉が発達し，かつ異方性が大きく，褐色から

黒色に変化する。

試薬に対する反応は次のようであるO

NH03 (1:1) →発泡黒変する。

HCl(1:1) →多少暗色を呈する。

KCN(20%), FeC13 (20%)反応はみとめられない o

KOH(40%) →反応はみとめられない。

類似錯物との比較

このよう紅型式の鉱床に産する類似の針状鉱物としては，テルル化鉱物，

輝安鉱がある。

輝安鉱は KOB に容易に犯されて褐色に変り，かつ閉管試験では赤褐色を

呈するので，容易に区日Ijされる。テノレノレ化鉱物は濃硫酸によって，紫色を呈

し，輝蒼鉛鉱とは容易に区別される。

以上の点から，この針状鉱物は今まで記載された輝蒼鉛鉱の性質とよく一

致する。

なむ，この鉱物はルゾン銅鉱中またはその周辺には存在せすう石英中に針

状となって散在するにすぎないものである。このほかに不透明鉱物はみとめ

られなかった。

た沿品位は次のようである。

ルゾン銅鉱の最も濃集している部分は Cu=10.5% ・Bi=0.32 %，斑点状

に散在する部分では Cu=2.R3 %・ Bi=0.02 %である。

I) 渡法武男 CI933) ， Short (1940)

2) 本所技師，佐藤厳の分析による口
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要約すると，本鉱床は，石英ルゾン銅鉱・輝蒼鉛鉱の単純な鉱物組合わせ

の鉱脈であって鉱脈の交叉点周辺が富鉱体を註しているO

3 豊宏鍵山

この鉱山については，先年小関幸治が調査を行い，調査結果はすでに発表

されているO したがって，筆者はその後，明らかになったもののうち，追記

する必要があると考えられる点を附記して，概要をのべることにするO

鉱床は定山渓温泉の北北西 5km，小樽内川とその支流・流の沢との合流点

より北北西 200m の地点に位置する。冬期間の積雪が多いので，稼行当時は

冬期に採掘し?と鉱石は貯蔵して台き，夏季になってからトラックで定山渓ま

で搬出していた。

この鉱山は昭和 21 年には休山したが，昭和 26 年中外鉱業株式会社によっ

て再開され，探鉱に力を注いで、いた。だが，鉱況はかんは、しくたくて再び昭

和 27 年 7 月に休山した。筆者の調査当時は，探鉱中で，従業員 20 名，職員 3

名で手選によって月額約 30 ton(探鉱が主であったため一定はしていた E い。

品位 Pb=4% ・ Zn=7% 程度)の鉛・亜鉛鉱石を出鉱し，新潟県村上精錬所

に送っていた。

この鉱山の周辺は，新第三系下部の小樟内川層と，これを貫ぬく石英政 E岩

とからなうている。

鉱床は，石英斑岩中に怪胎する合方鉛鉱閃亜鉛鉱石英脈で，現在までに知

られている鉱脈は，い守、れもほぼ南北の走向を示している O これは石英粗酎

岩質斑岩ののびの方向と良く一致してむり，注目を要する O

主要鉱脈は次の 2 脈である。

(イ) N5°'V ・ SOOE の走向傾斜をもち，走向延長 70m，最大鎚幅1.:3 mのも

のO 膨縮にとむO

(的 この鎚より 12m 束に， ほぽ平行に匹胎する走向延長 85m， 最大錨幅

80cm のものO

1) IJ 、関宇治 (19 引〉
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その後，このレベルからさらに 20m 下部まで竪坑を掘さくして，鎚押しを

行ったが鎚幅はいっそう劣勢となうた。中外鉱業が採掘したのは，大部分が

この二つの鉱脈ワあって，総計 800 ton を出鉱したという。

このほか，沌の沢を約 400m 遡ると，右岸の小沢に K200E 方向の 2 条の

鉱脈が露出しているO このJjJf\ は珪(ヒされた石英粗出[岩質斑岩を母岩として，

その晶洞あるいは裂緯を黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・少量の石英の

集合体が充填するものであるO た.:t5'，石英を主要注鉱石とする部分には， 1cm

大の閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱が斑状に散在しているO

4 休止鉱山および探鉱個所

A 札幌鎮山

札幌鉱山は，札幌郡手稲町字誌の沢に位置し，昭和 4 年頃には数体の坑道

が掘進されていたが，いやれら下部では細脈となったため休山したといわ

れているO 現在は坑道がすべて埋没してしまっているので，鉱床の状態を明

らかにすることはできたい。ただ散在する“ズリ"から判断すれば，この鉱

脈は変朽安山岩を母岩とする合金銀石英方解石脈であるO 時には，この方解

石脈は黒色粘土状物質で、会長われているのをみるが，これは，恐らくマンガ

ン方解石の酸化したものであろう。金・銀以外には不透明鉱物はみとめられ

や，鉱物組成は手稲鉱山黄沢鉱床詳のものに類似しているO

B 稲豊鍵山

小樽内川の中流に位置し，現在は廃山となっている。

鉱山周辺の地質は，小樽内川層に属する砂岩・頁岩互層訟よびこれを貫ぬ

く石英粗商岩質斑岩た左である。坑道は埋没しているので，鉱床の状態は明

らかにできないが，廃石をみると砂岩・頁岩・石英斑岩.:t5'よび黄鉄鉱の微品

を伴たう石英などがあり，このことから石英斑岩中に怪拾し?と合金・銀石英

脈を探鉱したものであろう。

この鉱床は，前記の豊宏鉱山と同じように石英斑岩を母岩とし，鉱床の生

成も，両者ともに石英斑岩に深い関係があると思われるにもかかはらや，鉱
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物組成に相違がみとめられることは，興味ある問題である。

C 探鎮個所および鎮染個所

上記の鉱床以外に，わやかに露頭をはいだもの，奥ゆき 10m 程度の坑道を

掘進して探鉱した個所，あるいは鉱化作用のややいちじるしい個所など，こ

の地域に見うけられる鉱床の徴候を示す個所を，一括して表示すると第 3 表

の通りであるO これらの位置は，念のために地質図上にも示して訟いた。

第 3 表

位 置!母 岩(鉱物組成(現況その他
右股川中流 I -r--+.t- ±t.N.L. h ,..L. rIr....-...EL"¥ nr.:;:::. I
ム 88ラ 4m の南 l 変朽安山岩 |石英・黄鉄鉱(少量〉脈!
方 1km の J也 f.11 1 幅員ラ~10cm 数本 i

ii明日変同岩|関;諮問ω協はU だ程度
l

中の沢支流 |変朽安山岩 I;芸品伊23R5l 坑道探鉱入坑不能
発寒川支流手稲| 黄鉄鉱濃集する i
山南面 |変朽安山居 17伝向 N600w l 坑道探鉱入坑不能

発寒川上流 |交朽安山岩 議日わたって黄鉄鉱 i開P1 玄で入

星置川中流 変朽安山岩 (黄鉄鉱・石英脈仰m) 入坑不能

文治沢上流 石英粗商岩 黄鉄鉱鉱染 狸掘り

張礁川本流の上 基性緑色凝灰
流 岩 l 黄鉄鉱鉱染 坑道探坑入坑不能

霊礁川入口の支;吾性緑色凝灰(黄鉄鉱鉱染 坑道探抗入坑不能
υl山;f'i'

軽川市方三樟別;変朽安山岩匝|叩リ"から考え黄鉄鉱 坑道探坑入坑不能
川東方の沢 :凝灰岩 !石英脈のようである

語礁駅裏の沢上 ip緑色凝灰 i今普段 82 1.91?;; 坑道 7m で中止

道路をつけて採掘

張礁川支流仏の|石英粗面岩主!褐鉄鉱 1 ? I1_ たが品位不良の
沢 i 鉱染交代する Fe19.06?~ 82 1.91?~ ため中止[たと」

l 酸性緑色凝灰 黄鉄鉱鉱染
朝里川支流 岩 Fe6.76?~ 810.52%

春香山西方の沢 雲性縁色凝灰 lfS摂九ラ 46 ?;;

表中の分析値 l: 本所技師佐藤厳による。

皿褐鉄鉱

1 銭函鎮山
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第 6 圃銭i羽鉱山の福鉄

鉱分布欧I

,

との鉱山は小樽市銭函町字十万坪にあり，札挿国道から銭函川に沿って約一

6km さかのぼ、ると到達する。この間にはトラック道路が通じているO 冬季間

は積雪が多いので，鉱石は馬援で搬出している。

この褐鉄鉱鉱床，は昭和 211 年 3 月小樽市の橋谷源次郎が春香山スキー登山

の帰途に発見したもので，谷底に雪の融けた部分があるので調べた所，温泉

と褐鉄鉱の転石とをみつけたのが，端緒であるといわれている。

昭和 27 年 7 月から針田鉱業株式会社により稼行され，現在まで、に，累計

3,214 ton を出鉱した。現在は従業員 42 名で，月約 600 ton(Fe51--53%)を

出鉱している。

鉱床はいちじるしく黄鉄鉱化作用をうけた変朽安山岩を基盤とするもの

で，銭函川右岸の山 H夏斜面に沿って賦存している O 表土は 0.5--0.8 m で、薄い

が，鉱床は厚さ約 L3m のものが一層あるだけで，その下部は角際質とたり r

主に隔緑色の変朽安山岩と灰黒色の侮輝石安山岩の角磯を褐鉄鉱で、惨結した

i[ 品位の売鉱の対象とはたらないものに変っている。

7安行の対象とたるのは，第 6 図に示す範囲内のものであるが，上流に行く

にしたがって厚さを減じ，さらに進めば、，河床と平行して，前にのべたよう

な 1有機質の低品位鉱層の薄いものが，断続出人 jに露出する程度に変っている O

この鉱床は，黄鉄鉱化作用を受けた変朽安山

岩中から湧出する合鉄冷泉から 2 次的に生成さ

れたもので、，一般に徽密竪硬な I鬼鉱からなり(鉱

屑の厚さ約 1 m) ，しばしば樹の幹や，木の葉が

仮象をなして合まれている O 良鉱の品位は Fe

52.:~4 %, S0.23%程度である。

鉱量は第 6 図を基礎として算定した結果は約

42,000 t6n となる。

なt?，この鉱床の束回の凹地に通やる沢にも，

同様な型式の鉱床が存在し，これも一時銭函鉱

業株式会社によって穣行された。しかし，この
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:地域は角機質を合むものが多く，鉱層の厚さも最大 40cm 程度で，膨縮がい

ちじるしいので，鉱量は多くを期待することができない。

2 張碓鍵山

この鉱山は小樽市字張碓にあり，札樽国道張碓橋から張碓川を約 200m 遡

ると到達する。

この鉱床は古くから知られたもので，銭函川の右岸斜面に賦存し， 2 層か

らたっているO 第 2 次世界大戦中は上部の鉱層を採掘して，ほとんど掘り尽

してしまい，現在は Fト樽市の田中栄蔵が所有して，昔掘った鉱体の下部を採

掘しているが，表土が厚く，しかも鉱層が薄いために L最も厚所で 30cm) ，

採掘にはきわめて困難している。現在採掘している下部の鉱層は，上部鉱層

との聞に厚さ 1--- 1.3 m の粘土層をはさんで、匹胎しているものであるO

鉱石は粗怒で，しかも比較的軟弱であるから粉鉱になり易いが，良鉱部の品

位は， Fe53.39%, S0.21%であるO 時々樹幹が化石木とたって合まれている。

要するに，この鉱床の今後の開発には，大きた期待はもて注いであろろ。

この地域の地質は，いちじるしく黄鉄鉱化作用をうけた基性禄色凝灰岩を

主体とし，それに変朽安山岩がb守、か分布しているが，黄鉄鉱が濃集し?と所

では，方々で探鉱坑道を掘進した跡が観察される。

鉱床は，このようた変質作用をうけた岩石中から接出する合鉄冷泉から二

次的に生成されたもので、j 現在もたむ，合鉄冷泉が湧出し，褐鉄鉱の沈澱が

行われている。

このほか，さらに上流にもゆるやかな斜面があるので，鉱床の賦存が予想

されるが，河床の断面でみられるものは，どれも角燥を褐鉄鉱で穆結し?と低

品位のものばかりであるO 注者，さらに上流や支流などにも，合鉄冷泉が湧

出して褐鉄鉱が沈澱しているが，基盤が露出している急斜面であるから，鉱

床の賦存を望むことは困難であろう。

IV 明饗石

朝里山錆山
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この鉱床は小:開市から定山渓温泉へ通やる自動車道路の左側に位置してい

るが，自動車道路から鉱床までは道路がないので，笹薮を歩かねばならない。

鉱床は，まだ本格的には探鉱も採掘も行われていない。石英粗面岩を交代

して生じたもので，上部は珪化帯または珪石に移り変っているが，この珪化

帯は可成りの拡がりをもっている o (地質図参照0) 下部は一般に鉱化作用を

いちじるしく受けた緑色の石英粗面岩である。(このことから宇久須などの

ような累帯配列がみとめられるようである。)

鉱床の規模は，上部の珪化帯の分布から考えて，かなり水平に拡がるとと

が予想される。

この鉱床については，筆者に先だち，昭和 20 年地質調査所の小出博が調査

を行っている。氏は筆者とはやや考えを異にし，安山岩を交代したものと推

定しているO

V 温泉

朝早川の上流に温泉があるということは，今でも“湯の沢"という名があ

るように，昔からいい伝えられてきた。そして，試錐も幾度か行われたので

あるが，未だに成功をみない。現在， 小樽市字朝里から朝早川に治うて約 4

km 遡った地点で，河床から鉱泉が湧出している所があるが，ここで，小樽市

の渡辺俊男が試錐を行うているO この鉱泉の湧出口でのァ1\.温は I7.S0C (昭和

26 年 11 月 24 日測定気温 2.S0C ")で，次のような水質を示し一種の塩類泉に

属している。

1) 71'くは無色透明である。

2) 硫化水素の臭気がある O

3) 2 ,....,3 mm の気泡が少量噴出する0

4) pH は 8.7 である。

5) 北大北野教官の分析結果は，つぎのようであるつ(渡辺俊男氏による〉

蒸発残澄 4.76g/L

1) 岩生同一 (1949)
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硫化水素

塩素

草炭酸根

炭酸根

文

0.00036giL

0.07giL

0.0155giL

0.00809giL
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL1¥1APOFJAPAN

Scale, 1:50,000

ZENIBAKO

(Sapporo-20)

By

Byδ'ya Sugimoto

げた oJogical SurveyofHokkaido)

Resume

Theareaoccupiesamountainiousregiononthesouthsideofthe

IshikariBay, borderedbynarrowcoastal plane, whereseveral vil1ages

sU<.:hasλsari ， Hariusu, Garugawa, andZenibako, allknownassea-bathing

places, arclocated. Thesurveywasmadeforabout150daysduring

1950--1951. Exceptingthiscoast, thegreaterpartofthisareaincluded

inthissheetiscoveredwithanenergeticforest.

TopographyandGeology

Generally viewing, thisdistrict is divided, closely connected with

geologyandgeological structure, intoseveraltopographicalareaswhich

arcarrangedasfo]Jows.

(a) Theplateau-likemountainlandattainingtotheheightofabout

700-1,200 m.abovesealevel, formedofvolcanicrockswhicharedatedat

fromthelateNeogeneTertiarytotheearlyQuaternaryepochs.

(b) The eroded ruggedarea, about 1,000 m. aboveSealevelwith

highersharppeaks, consistingofagglomerate.

(c) Theruggedarea, about650m.aboveSealevel, duetothestrong

resistanceofthesilicifiedrock.

(d) Theflatland with maximum heightofabout 150m. above

sealevel, developingalongtheHariusucoastal line ，町 companied byan
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irregularseacliffwhichisformedofagglomerate.

(e) Theriver terrace andfan deposit, bordered thecoastal and

alluvial 宜at.

Itisremarkablethatthepeaklinesin(a)and(b)areparallelto

thestructuallinesrunningtoNNS, alongwhichtheOtarunaigawaruns.

'1'hegeologicalgroupsarcchieflycharacterizedbyvolcanicproducts

whicharc prominentinthe Southwestern Hokkaido, and thenormal

sedimentsyieldingfewfossils,arescarce,buttheclassificationintoformations,
suchasthekunnui.the Yakumoandthe Kuromatsunai, wenknownin

theSouthwestern Hokkaido, ispossiblebyonlyrockfacies.

Tab.1showsthegeologicalgroupsofthis area, establishedbythe

lithologicalfeatm 田e5 ， andtheirstratigraphicalsuccessions.

YoungerTertiary

ItisdividedintothreegroupsofZenibako, Hariusuaudtheoverlying

volcanicrocks.Theyarecorl 叶ated re5pectivellywiththeKunnui , theKuroｭ

matsunaiandprobabllytotheBetana groups, allweIlknownin the

geologyofSouthwesternHokkaido. Thesuccessionisdifferentfromthat

inOshimapeninsulaintheabsenceoftheYakumoseries.

ZenibakoGroup

ThepowerfulvolcanismduringthesedimentationofZenibakoGroup

showsagradualprogressfrombasictoacidicinlitholigicalcharacter.

Thisrelationiseverywhereregularlyobservedinthevolcanicactionsof

thewholearea TheformercharacterizestheTeine formation, andthe

lattertheOtarunaigawaone. Thesevolcanicandpyroclasticrocksare

widelydeveloped, andthenormalsedimentsarcscarce. Generallyviewing

fromthedistributionof volcanic products, afewcentersofvolcanic

actionsmayexistinthissheet, butisnotobviousatpresent.Thegreater

partofthewholesuccession hassuffered silicification, pyritizationand

kaolinization andhasaltered togreen rocks, inwhichthechiefore

deposits such as Teine, Otoyo mine, etc.aredeveloped. Owing to

preval~nce ofvolcanic materials, therocksarecommonly ma:-sive, but,
judgingfromafewmeasured datas, theygenerallystrikeNN'Vanddip
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10-20S'Vor10-20NE, thusthewholesuccessionshowingawavyfolding.

TeineFormation

Thisformationdevelopesalloverthearea, surroundingtheTeinemine,
Sapporomine, andinthedraingeareasofthenligimatagawaandtheHidariｭ

matagawa. Itformsthe basalformationinthis sheet, andisdivided
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intofourmembersastabulatedabovt'. Thesemembersconsistchieflyof

basicgreentuffandpropylitechanginglaterallyfromeachother, andare

accompaniedbyU fewnormalsedimentssuchasstratifledhlackshaleand

greensandstonewith81αgα lites sp ・. Theformationisconformablycovered

bytheOtarunaigawaformation, orunconformablybytheHariusugroup.

The~rigimatagawa propylitemember,accompaniedhyhardrhythmically

stratifiedsiliceousshaleandmineralizedgrcen tuff, isdistributedinthe

valleysofthe Migimatagawa, the Hiclarimatagawaandonthe right

hankoftheOtarunaigawa, andextendstotheToyohamine. PropyJitc

appearsmostlyintheformoflava. Itoriginatesinaugiteulldesiteat

theHidarimatagawadistrict, andintwopyroxeneandesite(partlydoleriｭ

tic) at otherF. It is variable in color, heterogeneousinappearance

accordingtothedegreeofpropylitization;attheuppercourseofthe

t:lakasamaguwaitappearsbrownincolorowingtothestrollgoxidation,
whileatthemiddlecourseoftheHidarimatagawaithasalteredtoa

whitecompactrockduetothedevelopmentofahoundaut quartz, calcite

veinsofahout10-5em.inwidth.

TheAsarigawaGreenTuffmemberisfoundascontemporaneouslywith

thebasicvolcanicro::.-ksahovementioned. Tracinguptheuppercourse

oftheHidarimatagawa(branchoftheAsarigawa), thebasicgreeutuff

audthepropyliteexposeaIt正 ~rnately atintervalsof5--10m. , thelatter

pr<'d りminating. ThismemberdevelopesovertheAsarigawadistrict. It

isdividedintothelowergreentuffwithstratifiedblnckshak, striking

X10'Vanddipping15'V, andtheuppergreentuff-brecciaoragglomerate.

However, thesetwouuit 凶 are mappedwiththesamecolor. The lower,
havingconspic¥louschangeofrockfacies, isofpyroclasticoriginderived

fromanclesiticrocks, andisfrequentlyaccompaniedbylavasanddykes

ofpropylite. Generally speaking, a few quartz isonlyfoundunder

microscope, exceptingsecondaryoneproducedbythealternation. This

isdistinguishedillappearancefromtheupperacidiconewhichislightgreen

incolorandglassyorpumiceousincharacter. The upper, occasionally

intercalatedbythinbasicgreentuff, includesbrccciatt'<lfragments0';two

pyroxeneaud 凶ite andgreentuff. Itisfurtherdividedilltotuff-breccia
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inthelowerandagglomerateintheupper.

τhe Rassamugawa propyEte member, remakably altered, chiefly

occupingthesoutheasternpartofthissheet,consistsofpropy1iteoriginating

fromquartzhornblendebearingtwopyroxeneandesite. Itisoccasionally

intercalatedwithblackshaleandgreen sandstone, strikingN30E-20'V

anddipping1.5E-20'V. Thecontactpartbetweenthispropy1iteandthe

Ridarimatagawaoneseemstobeafault. Furthermore, itiscoverdby

the Okuteinelava. Therefore, thedirectrelationbetweentheupperand

thelowermembersinthestratigraphicalpositionisobscure. Froma

fewmeasureddipsand striks, thismaybelongtotheupperhorizonC'.

However, judgingfromtheirmodesofoccurrence, thismemberseemsto

representdifferentproductsin the samevolcaniczoneoritmaybea

fore-runneroftheOtarunaigawaacidicvolcanism. Atpresentthewriter

recognizesitasalocalvariety.

The8antarubetsugawabasicgreentuffmember, distributedinthe

frontdidesof Teineyama, is contemporaneous with the Hassamugawa

propylite.τhe interlockingexposureofthetworocksisfoundatthe

uppercours 巳 of theTakinosawa. Thismemberisdividedintothelower

greentuft'andtheuppergreen tUff-brecciaoragglomeratic tuff, which

showsconsiderableminerarization. Theformer, includingpumice, volcanic
andsedimentaryfragments, isgenerallygreenincolor, buttheonewhitend

byweatheringcannotbediscriminatedfromtheacidictuff. Thelatter,
havingtransitionalrelationwiththeformer, isformedchieflyofsmaller

angulerfragmentsofquartzhornblendebearingtwopyroxeneandesite

withsomeblackshale, chert, etc., whicharecementedbyfinergrainsof

thesamematerials.

OtarunaigawaFormation

This formation, whichgraduallymergesdownwardsintotheTeine

formation and is un ∞nformabJy covered by the Hariusu group, has.

considerablewiderdistributioninthisarea. ItsstrikeisN10-20'Vand

dipis.5-10E. Itsvolcanismrep 回sents agradualtransitionfromacidic

tointermediatetypes, butsomebasicactivity, asmentionedabove, weakly

continues until thosedays. Those members as tabulated above are
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chieflydistributedalongtheOtarunaigawaandtheupper couseofthe

Asarigawa. Intheformer district, including theTengudake(681m.)

anditssouthwesternpart, theSakasamagawaliparitememberpredominates.

Itisdividedintotheuppersilicioushard1ipariteandthelower liparite,
whichisoccasionallyintercalatedwithsomebentonitictuff, stratifiedblack

shaleandgreensandstone.Thesiliciouslipariteappearslikeaquartzitein

appearance, andaltertoquartzaggregatesonaccountofstrongsHi ci 五catioll.

Thelower liparite, havingtransitionalrelationwiththe former, clearly

differsfromtheliparitewhichdistributesintheOtarunaigawa, inappearance

anaIithologicalfeatureowingtostrongpyritization. Inthelatterdistrict

thisformationisdividedintofourmebmcrs. ThelowestYoichigawa

shaleandarkosesandstonemember, chieflyoccupingtheupperstreamof

YoichigawaandtheareadrainedbyOtarunaiga\va, rcpreEentsasedimentary

faciesdepositedintheareafarfromthevOlcaniccenters. Theother

membersshowsvolcanic facies accumulated near the volcanic centers.

TheHidarimatagawalipariticgreentuffmemberconsistsofpredominant

lipariticgreentuffandsome1iparite. Thetuffisgenerallygreenin

color, pumiceousorporousinappearanceandshowsbentoniticfeatureupon

weathering. Thelipariteisvariableinstructure;itlookslikeaschistose

rockowingtoconspiceousflowstructureatcertainplacesandmassiveat

others. Itgraduallymergesinto the Sakasamagawaliparite.member,

whichappearschieflyas lava 丑οws andsometimesasdykesorsheets.

ItisconformablycoveredbytheTakinosawadacitememberoftheuppermost

ofthisformation.

MayoisawaAcidicIntrusiveRock

Itisliparite-porphyry, occuringasdykesandsheets, rUllningparallel

tothedirectionofthegeneraltrendoftheOtarunaigawaformatioll. It

strikesNN'V, reachingto6km.inlengthinmaximum, andstillextends

totheadjioningZyozankeisheet.

Theexposures, jntrudingintotheOtarunaigawaformationintheform

ofdykeorsheet, arefoundatthe Tairyδsawa ， Toyohiromine, etc., but
thecontact-metamorphiceffectsaround theseintrusivebodiescannotbe

clearlyrecognized, becausetherocksarestronglyaffectedbysericitization,
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chloritization and pyritization, aud embrace the ore deposits such as

ToyohiroandInatoyomine.Theωsential mineralsofthisrockarcquartz

ofabout 2ι8 mm. in size, hornblende, plagioclaceand biotitοill small

amount. Themineralassemblageandstructureisheterogelleous;uamcly

thebasicfacieswhichisrichinferromagncsianmineralsisfoundinsome

place, andtheextrusivefaciesareobservedat themarginalpart. The

timeofthe intrusion hasbeendisccuss 引1. Sofarasobservedfromthe

geologicalsandpoint inthis sheet, itis仙沼 rly PI ・e-Kuromatsuuai series,
becausethis bodyiscoveredbythc Hariusu Group, which contains

theblocksofthisliparite-porphyry. As seell ill thisgeological map,
thisintrusivebouiesareclosely connectedwiththegeological structure,
elongationofthisbodiesheingparal1c1tothestructuallines.

HariusuGroup

Thedistributionofthisgroupisrelativelywide. Eboshidake, Tcngu伽

dake, southernslopeofTeineyamaandthecoastaleliffofIshikariBay

areformedofbasicvolcanicrocksand agglomerate, whicharccalledthe

Kuromatsunaitype. Theyarc largely submarine in origi l1c, as some

sedimentarylayersarcoccasionalyintercalatεd inthem. Moreover, this

grouphastwocharactersasfollows.

(1) Agglomerateconsistingchieflyofsub-angularblocksofchara 司

cteristicblackglassyandesiteispredomillent.

(2) Rocksofthisgroupshownosignesofmineralization.

Accordingly, these charactersare one ofthe principal m凶ns to

discriminatethisgroupfromtheZenibako. Itsstrikeanddipiscommonly

obscure, thoughitstrikes NS-N20E anddips.5-10NEorN¥Vatsome

placeswherenormalsedimentsintercalate. Thoughthelo ，~"est formation

ofthisgroupisadja ぞent totheZenibakogroup, theverypointofcontact

canbehardlyobserved. However, intheadjoinningOtarutobusheet, the

relationseemstobeunconformable.

(a) Thetufaceoussandston~ ， bearingmb-anguJarhlocksof11parite

whichisabout10em.insize, coverstheerod ぐd surfaceofliparite, which

correspondstotheOtarunaigawa formation , andis transitional to the

Eboshidakeagglomerateformation.
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(b) Fromthegeological:"atandpointofview, suchasthattheupper

memberoftheOtarunaigawaformationisexposedatrelativelyhigher

placeandthelowerformationofthisgroupseemstobedepositon the

unevensurfaceofliparite;thewindowlikeexposuresarefoundatthe

KenashiValley.

Jnfedngtheviolentvolcanismofthisareainthosedays, itisstill

doubtfullwhethertheserecognizedrelationsrepre~ent atruestratigraphical

unconformityornot. .Asfarasthepresentknowledgeofthegeology

ofSouthwesternHokkaidoisconcerned, thevolcanismintheYakumo~e 喝

riesisbelievedtohavebrokenoutlocally. So, theauthorreg 乱rds itsre ー

lationasunconformityforthetimebeing. Itisdividedintofourforma 司

tioHSastabulatedabove according to rock facies. TheTengudaketwo

pyroxeneandesite, havingacolumnarjoint, developesintheformoflava

intheslopeofTengudakeandEboshidakc.Itgraduallymergesupward

intotheEhoshidakeandcsticagglomerate, consistingchieflyofagglomerate

andintercalatedwiththinbedsoftwopyroxeneandesiteandbiackshale

ormudstone.Ithasawiderdistribution, occupingEboshidakc, Tengudake,
coastalcliffofHariusuandthesouthernslopeofTeineyama. Ineach

districtsthe lithologicalcharactersarcdifferentinsomedegrees. At

Toyohiraitisdividedintothreemembers. Theloweris formed of

andesticagglomerate, containingsubuangular fragment, predominal1tlyof

quartz hornblendebearingtwopyroxene andesiteand subordinatelyof

chertanddiorite. Themiddleistwopyroxeneandesite, ，~..hich oftenis

amygdaloidalinstructure. Theupperisagg]omeratjctuff. AtAsari,
althoughthemineralcompositionoffragmentis similar, theappearal1ce

ofgroundmassisdividedintotwotypes;gradillgintoeachother, oneis

blackcompact, andotherisporous. AtTeine, thelo,ver isquartzbearing

twopyroxeneandesiteagglomerate, whiletheupperisquartzhornblende

bearingaugiteandesite agglomerate, ac∞mpanied bydaciteandandesite

lavas. Theserocksaremapprdwiththesamecolor.

TheIshikurayamatwopyroxeneandesite, intercalatedwithEboshidakc

agglomerate, extrudedasalavaflow. Itischaracteristicincoutaining

roundedxenolithofabout10cm.illsize. TheHal 叫myama twopyroxene
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竺旦desite， accompaniedbythinbedsofagglomerate, seemestobehasaltic

inappearance.Suchvolcanicsarcthesuccessiveproductsduetopowerful

volcanismoccurredduringthedepositionoftheHariususeries.

AndesticLavasandDykes

Thesevolcanicrocks, collectively speaking, maybetheintrusiveor

the extrusive bodies during the age of Setana or early Quaternary.

Lavasand dykes, astabulated above, arehasic andestieinlithological

meanmg.

Quarternary

Thequarternaryseriesinclud 伺 the .Jumantsubograveland 悶nd bcd,
relativelyacidicandisitesuchasofTeine, Kenashilavaetc., basicandesite

asofYoichidake, Asaridakelavaandthealluvialfandepositswhicharc

observedintheIshikarilowlandandothersma]]areas.

Jumantsubogeavelsand

ItisfoundastheyougerPleiocenefandepositwhichattainestothe

heightofabout20-60m.abovesealevelinfrontofthehillformedof

Neogene Tertiary. The flatsurface ofabout 100m. above sea level,
developing along the Hariusu sea-shore, consists of thin gravel bed.

Butitisnotclearatpresentwhetherthisbedcanbecorrelatedwiththe

former. Inthisgeologicalmapthisbrdistreatedasofthesameage.

Pleiocenevolcanics

Thesevolcanicsaredivededintotwogroupsaccordingtothelithological

character;oneisquartz bearing twopyroxene andesite lavas such as

Teineyamaandkenashiyama volcanics, and the otheris twopyroxene

andesitelavasaccompaniessmallamountsofpyroclasticsofsimilarlithological

character. Itisscarcelypossibletotracetheoriginalshapesofthese

volcanosonaccountofhavingbeendissectedconsiderably. Fromthe

cxsister>ce ofthecliffswhicharesupposedtobetheremainsofcraterat

Teineyall1aand Byobudake, andthesmallbogswhicharesupposedtobe

relatedwithvolcanismattheeasternpartof Asaridakeand Yoichidake,
thisvolcanismisconsideredtohavealsooccurredinpleistoceneage.

RecentDeposits
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Theyaredistributedasflood-plainedepositsalong rivers, sand-dune

depositealongsea-shoreandalluvialdepositontheflatsurfaceinnorth

easteruareaofthissheet. Thesedepositsconsistofloosesand, clayand

gravelderivedfromtheolderformations.

EconomicGeology

.Manypeopleshavepaidgreatattentiontothisareaasazoneof

metallicoredeposits. ThesemineraldepositsarcembracedintheZenibako

Group, whi.chcorrespondstotheimportantore-bearingRunnuiseriesof

theSouthwesternHokkaido, andquartz-porphyrywhichisconsideredto

becorrelatedtotheYakumoSeries, whichhasbeensupposedtohave

hardlyanyeconomicvalue. Thetypeof depos 討its isall 五ssure 一五剖 lling

vC'insasfarast廿h児e pr閃es舵er此i比t su山rveげY iscω!沿O佃nc白ern、t泊n町吋1. Thes削oト一寸cal叶])む引吋d “Kur刊omono ♂F円，

wid必e]y d心is計t 1'吋d仕ib川ut蛇ed inthegreentuffregionintheNortheastern Japan,
hasnotoeendiscovered.

Gold-SilYer-CupperVeins. Amongmanymetallicaredepositsthis

min ぞral assemblagehasanimportanteconomicvalue. TheTeinemine,
theInatoyomineandtheOtoyominebelongstothistype. TheTeine

mineisfamousfor occurrence ofthe variousrarer mineralssuchas

Teineite, Rickardite, etc.. }.....romthemineralogicalpointofview, itis

characteristicthatgoldandsilvercommonlyoccurresas tellurides, while

cupper, containningAu-Aginmoreorlessamounts, assulphosa1tssuch

asenargite, luzoniteandtetrahedrite. Ontheotherhand, theirgangue

mineralsarc quartz, representingcolloform structure, calciteandbarite

whichiscommoninepithermalveins. Furthermore, theyoftenaccompany

thelowertemperatureminerlssuchaヨ realger ， marcasite, etc. Generally

speaking, theveinsofthistypeareinclose cormectiσ11 with the 五ssures

aroundthecenteroferuptionofpropyliteoritsmarginsandfaults.

Lead-Zincveins. Onlyonemine, theToyohiro, belongstothistype.

Theimportanttwoveins, strikingmostly NS, areparalleltothetrend

of1ipariteporphyry, al1dcontainszincblendeandgalenaasoreminerals,
andquartz, calciteandchloriteasgangueminerals. Thismineisnow

underprospectingbyChugai:MiningCo.Ltd ・-
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Besidesthesedeposits, pyriteoresarefoundfromplacetoplace, but

havehardlyanyeconomicvalueasfarasthepresentsurveyiscOIlcerened.

Irondeposits. Limonitedepositsarealsoaresourcesofsomeeconomic

importanceinthissheet. TheI王ariusu andtheZenibakomine, distributed
OIlthepropyliteoftheslopesofhighlandalongrivers, areno",,, working.

Especially, the later, latelydiscovered, is hopeful, becausetheworkable

reserYeisestimatedatover 42,000 tonsandFecontentis52% on an

averag-e.

Alunite. Itoccllrresinthesilicified liparite, butitisadoubtful

whetherworkableornot.

Gravel. Andesiticlavasarequarriedfromplacetoplaceforthe

purposeofmendingroads.
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